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は じめ に

岩手大学は､平成17年度と平成18年度に文部科学省 ｢現代的教育ニーズ取

組支援プログラム｣の採択を受けました｡1つは､｢各学部の特性を生かし

た全学的知的財産教育｣､他の1つは ｢持続可能な社会づくりのための教養

教育の再構築 :学びの銀河プロジェクト｣です｡この2つのGPを発信する

ために平成19年3月に開催したのが､岩手大学GPフォーラム ｢『21世紀型

市民』育成のための教育プログラム｣です｡

その開催趣旨は以下のようなものでした｡

【趣旨】

グローバルな市場競争が社会に歪みや格差をもたらし､環境問題も深

刻化させています｡

岩手大学は､中教審答申 ｢我が国の高等教育の将来像｣が提起し

た ｢21世紀型市民｣の育成という課題に対し､日本の提案で採択され

た国連 ｢持続可能な開発のための教育 (EducationforSustainable
Development:ESD)の10年｣を大学として受けとめ､教養教育にE
SDを織り込んで持続可能な社会づくりに主体的に取り組む人材の養成
を目指しています｡

同時に､新しい教育分野である知的財産教育についても､持続可能な

社会づくりと結びつけていくことに取り組んでいます｡

このフォーラムでは､今年度の岩手大学の取組を紹介しつつ､いま大

学に求められる教養教育並びに知的財産教育の課題についてパネルディ

スカッションを行います｡

フォーラムでは､同様なGPに取り組む愛媛大学､三重大学から参加いた

だき､また国立教育研究所と丸岡弁理士事務所から､コメンテーターとして

参加いただきました｡主な狙いは､中教審答申などで提起されている ｢21世

紀型市民｣の中身について議論することと､プロジェクトの障害とその解決

法について話し合うことでした｡

結果として､大変､有意義で興味深いディスカッションができたと考えて

います｡ESDを含めて､ぜひ､多くの大学で参考にしていただければ幸い
です｡

岩手大学理事 ･副学長 玉 真之介
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プ ロ グ ラ ム

開 会 (13:00)

座長解題 (13:00-13:30)

玉 真之介 (岩手大学副学長 :GPの実施責任者)

セッション1 教養教育の課題とESD (13:30-15:20)

パネリス ト

家井美千子 (岩手大学教授 :学びの銀河プランナー)

小林 修 (愛媛大学講師 :愛媛大学ESD副専攻プランナー)
梶原 昌五 (岩手大学助教授 :NPO法人環境パートナーシップいわて副代表)

南 正昭 (岩手大学助教授 :防災教育に取り組む都市プランナー)

コメンテーター

北川 文美 (国立教育政策研究所助教授 :高等教育とESDの研究者)

セッション2 社会を改善していく人材養成と知財教育 (15:30-17:00)

パネリス ト

佐藤 祐介 (岩手大学教授 :岩手大学の知財教育プランナー)

松岡 守 (三重大学教授 :三重大学の知財教育リーダー)

田中 隆充 (岩手大学助教授 :知財教育に取り組むデザイナー)

コメンテーター

丸岡 裕作 (丸岡特許事務所 :知財教育に取り組む弁理士)

閉 会 (17:10)

【日時】2007年3月16日 (金) 13:00-17:10

【場所】盛岡市アイ-ナ8階803(盛岡駅西口､いわて県民情報交流センター)

【主催】岩手大学ESD推進委員会､岩手大学知財教育実行委員会

荏 :肩書きは当時のものです｡
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なぜ ｢21世紀型市民｣か? 趣旨説明及び問題提起

玉 真之介 (岩手大学副学長 :GP実施責任者)

はじめに-2つのGP-

岩手大学の副学長の玉です｡

それでは､最初に､なぜ ｢21世

紀型市民｣か?というタイトル

で趣旨説明と問題提起をさせて

いただきます｡｢21世紀型市民｣

という言葉は､まだまだ聞きな

れないといいますか､むしろ違

和感のあるという方もあろうか

と思いますけれども､やはりこ

れがキーワードであると思い､タイトルに掲げました｡

まず､｢GPフォーラム｣のGPについて､初めて聞かれる方もいらっしゃ

ると思いますので､簡単にご紹介します｡これは平成15年度 (2003)から始

まりました文部科学省の教育支援プログラムの略称です｡GPはグッド･プ

ラクティスからとったものです｡これには ｢特色ある教育｣を支援するもの

と ｢現代的教育ニーズ｣を支援するものの2つがあります｡岩手大学の場合

は､2005年に現代的教育ニーズ支援プログラムの ｢知的財産等の教育の推進｣
というテーマに応募して､｢各学部の特性を生かした全学的知的財産教育｣

が採択されました｡

平成18年度 (2006)には､やはり現代的教育ニーズ支援プログラムの ｢持

続可能な社会のための環境教育の推進｣というテーマに応募して､｢持続可

能な社会づくりのための教養教育の再構築 :F学びの銀河jプロジェクト｣

が採択されました｡

今回のGPフォーラムは､この岩手大学の2つの取り組みを発信すること

を目的としています｡ご参集いただいた皆さんには､積極的なご発言をいた

だいて､私どもの考えや今後進めようとしていることに､ご意見をいただけ

ればありがたいと思っております｡
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趣旨説明及び問題提起

さて､2つのGPは､1つは知的財産教育､もう1つは教養教育です｡あ

る意味でかなり性格の違うものですが､これを ｢21世紀型市民の育成｣とい

うテーマに一括りにしたいと考えています｡

お手元にパンフレット類がたくさん入っているかと思いますけれども､知

財教育のものは､『知財ワークショップ報告書』と､昨年のシンポジウムの

報告書 『持続可能な未来-一環境保護 ･再生と知的財産を考える-』です｡

このタイトルにあるように､知的財産教育と言いましても､岩手大学の場合

には ｢環境の保護 ･再生｣と知的財産教育を結びつけようという問題意識を

持っております｡

それから､『学びの銀河プロジェクト』と 『ESD銀河リポート』が教養

教育の方になります｡こちらも ｢持続可能な社会｣を掲げていて､実は両方

ともキーワードになっておりますのは持続可能性 (Sustainablity)という言

葉になります｡ですから､この知的財産教育と教養教育は､一般的には性格

の違うものとして論じられていますが､本学の場合にはこの両方をサステナ

ブル･ディベロップメント､｢持続可能な開発｣と結びつけて進めたいと思っ

ております｡

2つの論点

これから本日のフォーラムの論点を2つ提示させていただきます｡

1つは､知的財産教育と教養教育､これを ｢21世紀型市民｣の育成に必要

不可欠な教育と考えることができるかどうかという点です｡

論点の2番目は､この2つの教育の推進にあたって､どんな障害があり､

どんな解決法があるか､という点です｡

論点の2については､本日の2つのセッションで議論いただくとして､論

点1にかかわって､少し述べさせていただこうと思います｡一つは､大学教

育はかなり大きく焦点が移りつつあるのではないかなということです｡これ

までは､多様化とか個性化､つまり､いかに大学の中で学生のニーズに合っ

た多様性をつくり出すか､あるいはその大学ならではの個性を出すかに焦点

が置かれていました｡それが､現在は改めて､大学教育が本来備えるべき最

低限の､あるいは高等教育として目指す普遍性は何かに焦点が移る時代に入っ

てきているのではないかと思います｡
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座長解題 (玉真之介副学長)

それに関連して､中央教育審議会が平成17年に出した ｢我が国の高等教育

の将来像｣の中には､｢我が国の高等教育は危機に瀕している｣という表現

が入っております｡その理由としまして､たび重なる規制改革の中で､｢大

学とは何か｣という概念が希薄化してきている｡それから､他の先進諸国に

比べて非常に財政基盤､経済的な基盤が弱い､そういうようなことを挙げて

おります｡

多様化 ･個性化から ｢21世紀型市民の育成｣へ
つまり､規制改革の中で大学､高等教育といいながら､いろんなものが生

まれてきている.一番典型的なのはLEC東京リーガルマインド大学で､こ

れは司法書士などの資格試験予備校が経営する大学で､初めて株式会社に設

立が認められた大学です｡設立してまだ3年目ですけれども､早くも文部科

学省から勧告を受けました｡それによれば､専任教員の6割は勤務実態がな

い､授業はビデオを流すだけ､学生は予備校と同じテキストで予備校生と一

緒に受講している､こういう ｢大学｣が大学を名乗って立派なホームページ

を開設している｡

規制緩和によって､大学の設立は事前規制から事後チェックへ移り､いろ

んなものが出てきてしまっている｡要するに､規制は緩めてどんどん自由に

つくらせて､だめなものは後でチェックしてそれを退場させるという考え方

なのですけれども､では本当に事後にそれを退場させることができるのかと

いうと､そういう体制がまだできていないということで､いろいろ今話題に

なっております｡

こういうこの流れの出発点は､1991年の大学設置基準の大綱化です｡それ

まではかなりいろいろ問題はあるにしても､大学というのは最低備えるべき

施設や教員､教育カリキュラム等が決められていて､事前に厳しくチェック

されました｡今から思えば問題もなかったわけではありませんが､少なくと

も大学はある水準の普遍性といいますか､高等教育として一定の基準があっ

たわけです｡それが､この大綱化以降は各大学が自由にカリキュラムを編成

していいことになり､大学の自主性に基づく多様化､個性化､専門化が進め

られてきたのです｡

そして､それが小泉政権になってから国立大学の法人化になったのですけ
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趣旨説明及び問題提起

れども､この基本的なねらいも財政再建にあったと言えます｡要するに､規

制緩和によって教育や医療､社会福祉といった分野についても例外なく市場

競争を促し､大学の選別を進めて､予算を節約して重点配分する大きな流れ

といえます｡先ほどの中教審答申が我が国の高等教育が危機に瀕していると

言っているのも､まさにそういう事態を踏まえて述べていることだろうと思

います｡

それに対して中教審答申は､もう一度､｢大学とは何か｣をしっかり考え

直す必要があるとした上で､大学の学部の学士課程教育については､｢21世

紀型市民の育成 ･充実｣を共通の目標にすべきだとしています｡要するに今

まで個性化､多様化ということに対して､共通の目標というものを打ち出し

たということです｡教養教育の充実という大きな柱もそこで述べられていま

す｡多様化､個性化から普遍性重視へ､その象徴が､｢21世紀型市民の育成｣

という共通目標であり､教養教育の充実なのです｡

では､21世紀塑市民とは何なのか､それについては詳しいことは書いてあ

りませんが､書かれているのは ｢幅広い教養を身につけ､高い公共性 ･倫理

性を保持しつつ､時代の変化に合わせて積極的に社会を支え､あるいは社会

を改善していく資質を有する人材｣というものです｡大変抽象的な内容です

が､ポイントはやはり今社会を改善していく人材の育成ということであるに

思われます｡すると､問題は社会をどのような方向に改善していくべきなの

か､ということになります｡

｢21世紀型市民｣とESD

その点で､私が注目しているのはイギリスです｡97年までの保守党政権に

替わって労働党のブレア政権ができ､日本と大変好対照な教育政策が展開さ

れています｡それまで10年間に､教育予算はほとんどふえず､日本がモデル

とした独立行政法人化が展開されていました｡それを引き継いだブレアは､

｢私にやりたいことは三つある｡それは教育､教育､教育だ｡｣という有名な

演説を行ったというのですが､それ以来､質の高い公教育のため､教育予算

をふやして､特に小学校､中学校などのIT環境を整備して､世界でも先端

的な情報教育のできる環境を整え､教員の待遇を改善して､特に数学とか理

科の教員を優遇した｡言わば､日本とはすべて反対の政策が採られた0
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座長解題 (玉真之介副学長)

さらに､お配りしているESD銀河リポートの中にあるのですけれども､

イギリスの場合は ｢イギリス持続可能開発戦略｣というのが2005年に策定さ

れて､その中で持続可能な開発に関する若者の意識を啓発すること､それか

ら大学生に持続可能性リテラシーをコア能力として滴養することを最優先事

項とするとされました｡要するに､社会を持続可能にしていく行動指向を持っ

た大学生を生み出すことに国の戟略が定まったわけです｡

これを受けまして､イギリスの大学では､すべての専門分野で持続可能な

開発 (SustainableDevelopment)という考え方を組み込んで､大学のあら

ゆる専門分野がESDを取り入れていくことを進めているわけです｡

このESDとは､2002年のヨハネスブルクで開催された持続可能な開発サ

ミットで日本が提案し､その年の国連で2005年から10年間を､｢持続可能な開

発のための教育の10年｣とすることが日本政府の提案で採択されたものです｡

さきほど来､日本でも､大学は共通目標として21世紀塑市民を育成しなけ

ればいけない､それは倫理性とか､公共性とか､さらに社会を改善していく

人材とか言っていましたが､国際的にもイギリスの例にあるように､大学教

育に対して社会を改善していく行動が取れる人材の育成が取り組まれている｡

その方向は､社会を持続可能にしていくこと､言うならば､21世紀型市民と

は持続可能な社会に向けた行動ができる責任ある市民と言いあらわせるので

はないかと思うわけです｡

換言すると､今日､大学は国際通用性を強く要求されていますが､それは

単位制度の実質化などの外形的な部分だけではなく､教育の中身としては拝

続可能な社会づくりのために行動できる人材というのが､国際的にも求めら

れている内容ではないかなというふうに考えています｡

知識基盤社会としての21世紀

ちょっと知財の話が余り出てこなかったのですけれども､実はこういう中

にやっぱり知財教育､あるいは知的財産の活用というテーマも関連している

というのが次のお話です｡

言うまでもなく､持続可能な社会づくりを考えていく上で､地球環境問題

とか､グローバル経済の中で経済格差の深刻化とか欠かすことのできないテー

マです｡地球環境問題では､ICPPの第4次報告が人間の活動が地球温暖
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趣旨説明及び問題提起

化に大きな影響を与えていることを明らかにし､それへの取り組みがこれか

らの将来を大きく変えることを科学者の共同の意見として出しております｡

それを受けてEUが積極的な取り組みを始めています｡2020年でしたか､20

%C02を削減するというようなのもEU全体で決議すると､EU憲章がなか

なかうまくいかなかった中で､今は温暖化対策でEUは非常に結束して､世

界の主導権をとろうとしています｡京都議定書は､日本が環境の分野で世界

をリードする非常にいい取組だったわけですけれども､京都議定書の後のポ

スト京都議定書は完全にEU主導で今議論されていて､日本は京都議定書の

達成すら非常に危うい状態です｡

さらに､環境だけではなくて､今後しばらく新興の経済圏､中国とかイン

ドとかロシアとかブラジルが経済成長をしていく中で､経済格差が世界規模

で､これは途上国と先進国の間だけではなくて､途上国の中でも､中国の中

でも､あるいは日本とか先進国の中でも､経済格差が深刻化しているという

事態があります｡

こういう現状に関連してもう1つ重要なことは､21世紀は知識基盤社会と

われる知識が巨大な力を持つ時代であるということです｡言い換えると､大

学の新しい存在価値は､知識基盤社会における研究､教育､社会貢献と言い

換えられるわけです｡つまり､現在進行している非常に深刻な環境問題とか

経済格差に対して､大学は知識基盤社会の中核的な存在として､かかわって

いく必要がある｡それを一言で表現するとすれば､やはり持続可能な地域社

会づくりに大学がどれほど知識を創造し､それを活用できる研究や人材養成

を行うか､要するに､知識基盤社会の中核的存在としてどのくらい社会に貢

献できるのかに､日本に限らず世界の大学の存在価値が問われているのだと

思います｡

自立への取組と知財

岩手県をとっても､やはり単に東京との格差だけではなく､岩手県内にも

さまざまな地域格差が広がっているわけで､地方-行けば行くほど官への依

存体質も強く､自立的な経済を今後振興していくという課題が大きいわけで

す｡とすると､知識基盤社会にあって大学は､持続可能な社会づくりという

観点から地域が自立するための支援を行っていく必要がある｡それには､知
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座長解遺 (玉真之介副学長)

的財産の創造者として､また知的財産の活用者として期待される部分が大き

いと思われるわけです｡言い換えると､知識基盤社会といわれる21世紀にあっ

ては､持続可能な社会づくりのために行動できる人材に､やはり知財の創造 ･

保護 ･活用のための知識 ･能力は､やはり重要な資質となってくるのではな

いか思うのです｡

このところで､当初は､少し離れた存在であった知的財産教育と､それか

ら持続可能性､そういう持続性リテラシーというようなものを教養教育全体

の中で取り組んでいくということに一定の関連性といいますか､もう一つ結

びつけて考えることができるのではないかなというふうに思っております｡

それに関連して､財政経済諮問会議や政府は独立大学法人に対して､今後

は研究開発のところで予算に差をつけるべきであるとか､研究重視で､経済

発展に役立つ技術開発に積極的に財政を重点配分していくべきだと言ってい

ます｡財政諮問会議の民間委員には､キヤノンの御手洗会長等も加わってい

ますが､キヤノンについては実は知財のシンポジウムで企業としては成功し

ていますが､ご存じのようにプリンターは安いのだけれども､その後のイン

クが高い｡専らインクで稼いでいるという｡それに対してリサイクルでイン

クを作った業者とキヤノンが知財をめぐる裁判を争っていて､キヤノンが逆

転勝訴しています｡しかし､それは知財の保護の観点からはともかく､環境

保護の観点からはどうなのだろうか｡リサイクルの障害に知財がなっている

のではないか､そういった問題があります｡

知財の保護による研究開発の促進と公共性とのせめぎ合いのような問題が

あります｡これは､今後の知識基盤社会におけるきわめて重要なテーマと言

えます｡大学は､そうした問題に対しても積極的に発言していく必要がある

し､関わっていく必要もあると思います｡

岩手大学は､知財教育を進める際に､単に既存の知識の付与にとどまらず､

環境問題をはじめとする持続可能な社会づくりの観点からも知財の意味や役

割を考えることも問題意識として持って進めていきたいと考えているのです｡

特に地方大学において､持続可能な地域社会づくりと知財の関係を結びつけ

ていく視点を持ってセッション2で議論いただきたいと思っております｡

以上､最初に問題提起をさせていただきました｡舌足らずで､話が大き過

ぎたかもしれませんが､セッション1に移らせていただこうと思います｡
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セッション1 教養教育の課題とESD

ESDとはプ

玉 真之介 そjtでは､これ

から岩手大学の家井先生､愛媛

大学から来ていただきました小

林先生､それから岩手大学の梶

原先生と南先生､この4名でセッ

ション1のパネルを提示してい

きたいと思います｡さらに国立

教育政策研究所研究員の北川さ

んには少しコメントをしていた

だこうと思っております｡

先ほど来､ESDという言葉の説明が不十分だったかと思いますので､こ

れは ｢学びの銀河プロジェクト｣というパンフレットを開いていただきます

と､1ページ目の真ん中のところに国連 ｢持続可能な開発のための教育 (E

SD)の10年｣というのがあります｡そして､これは英語のエデュケーショ

ン･フォー ･サステナブル ･ディベロップメントの略､頭文字をとってのE

SDです｡

これは､2002年にヨハネスブルクで持続可能な開発のための世界首脳会議

というものが開かれて､191カ国の首脳が集まったわけですけれども､そこ

で日本の当時の小泉首相が､日本のNGOと共同で ｢持続可能な開発のため

の教育の10年｣というキャンペーンを国連の決議で行いましょうと提案した｡

国連はさまざまな10年の取り組み､教育の10年ですとか､婦人の10年ですと

か､いろんな10年の取り組みをしておりますけれども､それの一つとして取

り組むことを提案いたしまして､それが採択された｡かつその年の第57回国

連総会でも日本の提案で2005年から2014年をESDの10年とすることが採択

されたというものです｡本学では､これを教養教育の中に取り入れていこう

というふうに考えて､今取り組みを進めております｡

このパネルディスカッションでは､先ほど申し上げましたように､この取
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セッション1 教養教育の課題とESD

り組み全体の持っている意味について､パネラーからいろいろご発言いただ

くと同時に､後半の方ではそれを進めていく上でどういう障害があるのか､

なかなかESDという言葉が浸透していない､そういう現状について､どう

克服していくというか､解決していくためにはどういう方法があるのかとい

う点を中心に議論をしたいと思っております｡ぜひご参加の皆さんにもご発

言いただければありがたいと思っております｡

それでは､自己紹介を兼ねて､こちらから順にパネラーの方にまずESD

というものをどんなふうにとらえておられるのか､それがどのような可能性

を持つものとしてお考えになっているかというあたりを少しご紹介まずいた

だこうと思いますので､よろしくお願いします｡

では､家井先生､お願いします｡

異文化理解と批判的視点

家井 美千子 岩手大学の人

文社会科学部の家井と申します｡

私は､人文社会学部で教員をやっ

ておりますので､授業ではいわ

ゆる共通教育 (かつての教養､

一般教養)と専門で､私の専門

である日本の古典文学というも

のを数えておりますけれども､

大体西暦1000年くらいの､当時

の日本の都にいた貴族たちが行っていた文学活動を教えたり研究したりして

いるわけです｡

これを特に共通教育で教えているときに大変抵抗を感じたわけです｡文学

はこのごろ興味を持たれてなくなってきたので受講生が減っているのですけ

れども､今生きている20代ぐらいの人たち､しかも岩手に生きている人たち

に､10､11世紀ぐらいの都の貴族がやっていることを数えて何になるだろう

と｡教える内容がだんだんオタク化している､と感じるわけです｡

もう一つ､そのころの都の貴族というのは､この岩手のあたりに住んでい

た人のことをほとんど人間だと思っていないような言語活動をしているわけ
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です｡それを ｢古典だから､あなた方はこれを勉強しなさい｣というのは夫

変心が痛むというか､何だか自分でも嫌な気持ちになりながらやっていたと

いえます｡

これを､｢なぜあなた方はこんなことを勉強するに至っているのか｣とい

う理由を説明して､そして ｢古典の中には差別的な視線が必ず入っている､

そのことを理解してください｣という言い方で､ようやく授業ができるよう

になりました｡

日本の古典というものは､伝統的な教養において中核的なものであるはず

ですけれども､現在はその ｢教養｣という概念が崩壊しつつあるといわれて

います｡

ところが､学生さんたちは､古典を無批判に受入れねばならないと思って

来ているのです｡その考えをもう一回見直して､現代に生きていく中で ｢教

養｣にはどういうふうな意味があるのか､ということを改めて考えてもらい

たいと思って､今授業をしているのです｡

しかし一方で､それが何か今までの授業の仕方と違うというか､正当性が

ないのではないかというような批判も学生から受け､授業方針に迷いがあり

ました｡

けれども､ESDという概念を知ったとき､私はこのESDという考え方

で今のような教育をしていくことが可能になるというふうに感じました｡E

SDの中で､自分の､特に共通教育における授業実践を位置づけることがで

きたんだな､と思って非常に安心したというのが本心です｡

玉 最後のところがちょっとわかりにくかったのですけれども､どうして

ESDで安心するのか､もう少し｡

家井 すみません､高校生の方がいらっしゃったので､それに合わせた話

にしようとして､説明不足でした｡

基本的に､私たちは伝統的な文化を受け継ぐ必要があると思うのです｡そ

して､授業は､単に日本の古い文化を憶えさせるのでは無く､｢西暦1000年

ぐらいの日本の文化というのは､その後の時代から現在に至るまでの日本の

文化に大きな影響を与えているのだ｣ということを学生に気づかせるという

点で､｢文化を継続していく｣ことの意義を知らせるという意味があると思

います｡
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セyション1 数範教育の課題とESD

さらに付け加えますが､日本文化の研究をしていますと､必然的に留学生

の受け入れを要請されます｡留学生に対して日本文化を理解してもらう教育

です｡

ここでは､特に歴史的に日本と関係の探かったアジア地域の人たちに､ど

んなふうに日本文化を教えるか､という問題があります｡また､ただ留学生

に教育するだけでなく､あちら側の文化 (異文化)を理解しながら､こちら

の文化 (自文化)も発信していく､というふうに日本人の学生に教えていか

なければいけない､ここに ｢異文化理解｣という面がありますね｡

それから､さらにもうーっ文学研究についてですO私はこのところ日本人

学生の日本語の文章表現力及び読解能力の育成ということもやっていますけ

れども､ここ数年で激しくその能力が落ちてきているという感じを持ってい

ます｡特に､文学というものを大変感情的なものだと思っている人が多いの

ですが､しかしそれを研究するためには批評的な視点というのが非常に重要

なのです｡その批評的な視点を身につける教育として文章の読解能力および

表現力の向上が必要で､この時ESDという概念が重要なものだというふう

に感じている､ということです｡

ESDのイメージを伝える難しさ

玉 ありがとうございました｡

それでは､愛媛県の松山市か

ら今回来ていただきました小林

さん､後ほど次の回るところで

愛媛大学をご紹介いただきます

ので､今のところはまずご自身

の問題関心でのESDの受けと

め方を､自己紹介兼ねてお願い

したいと思います｡

小林 修 皆さん､初めまして｡愛媛大学の小林でございます｡所属は農

学部です｡実は､演習林という大学の森に勤めている者です｡愛媛大学農学

部では､この4月に所属施設から教員をすべて学部に移籍しました｡という

ことで､正式には､現在農学部森林資源学専門教育コースの所属ということ
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になります｡今朝方は､遅くなりまして済みません｡妻の方がちょっと風邪

をこじらせていて､きのう､今日の行事と天秤にかけながら持続的な家庭環

境をどう築くかというところでせめぎ合いがございまして､今朝ようやく飛

行機に飛び乗って名古屋空港経由で出てきました｡家庭内の持続可能性を気

に留めながら､ここに来るまでに飛行機を2便も使ってしまって､こちらに

伺う道のりで既にESDに関してはジレンマを抱え込み悩んでしまっている

ところでありますけれども､よろしくお願いします｡

後ほど私が代表を務めて申請させていただいた愛媛大学の取り組みをご紹

介しますけれども､今座長の先生からのお話に対する答えといいますか､い

ろいろ考えますと､実はこの授業､カリキュラムを展開しながら､学生の方

から必ず質問があります｡ESDって何ですか､あるいはその実態は何です

かと｡これはいつ聞かれるかというと､実はガイダンスで我々愛媛大学のプ

ロジェクトの教員が目指しているESDの人材像はこれですと示した後に聞

かれてしまうのです｡結局は､教員側にESDのイメージを持っていても､

この授業をとったら皆さんこういうふうに能力を身につけて､こういうふう

な形で実践者として活躍することができるというメッセージがなかなかうま

く伝わらない｡そこをどう伝えるのかということが私の中での最大のテーマ

になっています｡

我々の大学の取り組みは､岩手大学でいうところの教養教育､愛媛大学で

はこれを共通教育という言い方をしていますけれども､この共通教育の1年

生を対象にしています｡つまり大学に入って非常に初期の段階にいる学生に

対して､環境ESDの授業を展開しています｡カリキュラムの中でまず教員

側が目標とするレベルまで知識や経験を伝えて､さらに彼らの能力をあるレ

ベルにまで引き上げていきたいという目標と､学生自身の学ぶ準備とのギャッ

プがいろいろあるのかなと｡それが両者の間の理解も含めて､実はカリキュ

ラムの内容を彼ら自身がどこまで消化できるものにするかというところでい

ろいろ苦労しているところです｡

実は､先週､愛媛大学の取組では環境ESDシンポジウムを行いまして､

受講生の皆さんに環境教育の企画書を提出してもらい､一般の人たちを前に

発表してもらったのです｡それに対して､実は自然学校やNGOの実践者の

方々をお呼びして辛口のコメントをいただき､たくさんの課題が出てきまし
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セッション1 教養教育の課題とESD

た｡我々の取り組み､この夏から第2巡目の取り組みになりますけれども､

早速次年度のカリキュラムの練り直しを､全学部のプロジェクト教員約20名

でいろいろな議論をしながら､カリキュラムを組み直す計画です｡

ということで､愛媛大学のESDとは何かということについては､のちほ

ど具体的にお示しします｡しかし､このカリキュラムは恐らくこの事業のプ

ロジェクトを進める残り2年間の問でいろいろな形で具体的に変わってくる

のではないのかなと､そういう予感がしているところでございます｡

貧困問題と環境問題を結びつけて

玉 では､梶原先生お願いし ｢廿V+._i l
ます｡

梶原 昌五 岩手大学数育学

部の梶原です｡ESDにかかわ

るようになった経緯ですけれど

も､まず僕は生物学を教えてい

ます｡どこから話していけばい

いのか今悩みながらお話しして

r二:蒜壁蒜.̂蒜蒜,.'
" /lJM =…■MOl,

長書芸】

真 二 轟 盗
いますが､一つは僕自身の興味

はもちろん生物学ですからそういうところに理由があるのですけれども､まっ

たく別な理由として､小さいころから近くにいわゆる被差別部落がありまし

た｡僕は岡山県の出身ですけれども｡そういう子供たちと一緒に遊んでいた

のです｡小学校の高学年ぐらいになると､彼らは部落だから一緒に遊ぶなと

言われ始めるわけです｡どうして僕と彼が違うんだろうというような思いを

ずっと僕は個人として心の中に持ち続けてきました｡世界には､今僕はここ

でこんなマイクを使ってお話ししていますけれども､こんなものを見たこと

ない人たちがいっぱいいるわけですよね｡そういう人たちも一人の人間だと

いうところをどのように自分の中で消化し､伝えていったらいいのかという

ことがずっと心の中にありました｡

小学校ぐらいのころから大学の部落問題関連の研究発表会みたいなところ

に行ったりして､研究というか､一緒に学ばせてもらって､高校時代には岡

山県高校生集会で部落問題分科会を主催したりしていました｡大学はとにか
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く遊びまくって､生物をしまくってということで11年ぐらいいたのですけれ

ども､ちょっと長いですね｡その途中で青森に来ました｡青森に来て障害者

の人と初めて会ったのです｡身体障害者の人です｡岡山では障害を持ってい

る人たちは全部一つの施設に入れられていましたから､僕らの目に触れるこ

とはなかった｡まちで車いすを見ることがなかった｡ところが青森に来てみ

るとたくさんそういう方々がいて､一緒に遊び始めた｡そこでの衝撃は､み

んなで海に遊びに行っていたのですけれども､健常者という言葉を初めて知っ

たことです､20代の後半で｡健常者ってすごい差別的な言葉だと､人をどこ

で分けるのか､だれが分けたのだということですね｡そういうことで僕らの

社会の中で見えない､あるいは見えるのだけれども気づかされない差が人間

の間のあるということに気づきました｡

そうやっているうちにまた遊び回っていたのですけれども､ハンセン病の

療養所に行くことになりました｡毎週毎週行って､御飯をいただいたり､ビー

ルをいただいたりして帰ってくるのですけれども､ここにも社会から隔絶さ

れた人たちがいる｡僕は大学､大学院で11年ぐらい行っていますから､将来

どうなるかわからないので将来について自分は悩んでいるわけですね｡とこ

ろが､ハンセン病の療養所にいる人たちは､子供のころ､8歳のころに連れ

てこられて今もうほとんど寿命が来てしまおうとしている｡そこから出たこ

とがない｡でも､金銭的には困っていないので､僕と何がどう違うのだとい

うような問題意識を持ちました｡

生物学の研究を進めていて岩手大学に招かれることになりまして､生物を

教えていたのですけれども､あるときゴルフ場の建設の計画が持ち上がりま

した｡このゴルフ場の建設によってそこを流域とする河川が2本流れていま

して､その河川の河口ともう一つの河川の河口との間を漁場とする漁師さん

たちがゴルフ場建設反対をしたのです｡小さな漁村ですから､町全体から見

ると本当に小さな存在で､ひどいバッシングに遭います｡上水道を通しても

らえません｡その小さな漁村に入った途端に舗装道路がなくなります｡そう

いうバッシングを受けながら彼らは戦っている｡それを裁判に持っていって､

結局10年間闘いました｡海の生物が僕の-ホヤが専門なのですけれども一海

の生物の生態について協力できるところは協力していきました｡できるだけ

科学的なデータを出して､弁護士さんたちと一緒に勉強して裁判に臨みまL
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た｡でも裁判には負けました｡負けたのですけれども､負けてよかったので

すが､そこで初めて知ったのは科学的なデータをもとにするだけでは､法律

の前には何の力もないというようなことでした｡しかし今でもそんなはずは

ないと僕は思っています｡

昨夜 ｢不都合な真実｣という映画の試写会に行かせてもらったので､元副

大統領のアル･ゴアさんが科学的なデータに基づいて政治を変えていこうと

している姿に非常に感動しました｡僕らは大学で教えているわけですけれど

も､大学の授業の中で､特に私は理系ですから､学問として過去にどういう

事実があったかということを学生たちに伝えています｡それをどう解釈して

未来にはどうなるかというようなことを話すのですけれども､そこに国立大

学ですから例えば宗教的なことは入りません｡それから､私たち科学者は故

治のことはしゃべりません｡つまり人を動かす力のもととなるようなことは

ぼつぼつと伝えられるけれども､本当に人を動かす授業ができるのか､学生

それぞれの心の中に眠っているようないろんな課題を揺り動かすような授業

ができるのかという問題意識を僕は非常に強く持っています｡外と自分の､

今自分がいる日本という社会と､それから別な世界の別な国で生きている人

たちの格差ですね､そういうものは僕の中ではESDとして非常にぴったり

と合ってきた｡ですから､貧困問題も､今僕ができるとしたら環境問題と結

びつけて考えていきたいし､人権の問題もそうだし､いろんな国際理解の問

題もそうだし､開発教育なんていうところも全部僕は環境と結びつけて考え

ていきたいというふうに思っています｡

それから､私の肩書きの中にNPO法人環境パートナーシップいわて削代

表というのがあります｡これは､ここのアイ-ナの建物の5階の国際交流セ

ンターの隣に環境学習交流センターというのがありまして､NPO法人環境

パートナーシップいわての事業の-つで､大体2,200万円ぐらいの事業を受

託してやっております｡環境パートナーシップいわて全体では5,000万ぐら

いになるのですけれども､14ぐらいの事業をやっています｡岩手県内の環境

保全､それから環境情報の伝達､普及､それから調査ですね､そういうこと

を中心にやっております｡会員は､団体､個人合わせて250ぐらいなのです

けれども､自治体も入っています｡そういう広い岩手県の中でいろんな活動

をなさっている方々がいる｡そういう方々､時にはほかの団体と手をつなぎ
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たくないという人たちもいるのですけれども､でも一緒にやれば何かが生ま

れると思って､この中には大学もそうですね､大学は今まで非常にすぼらし

い研究成果を上げて､世界に発信してきた｡でも､地元と余り手を組んでい

ないという現実があります｡学生たちは､もちろん日本がほとんどでしょう

けれども､岩手県にも誇るべきすぼらしい学生たちがたくさんいます｡そう

すると､おのずと大学の使命は見えている､岩手大学の使命は見えているの

ではないのかなと私は考えていまして､社会人と学生が一緒に何か課題を持っ

て取り組むとか､そういう授業をしたい｡授業というか､大学教育をしたい

なと思っています｡済みません､長くなりました｡

地域との対話と世界的視野

玉 それでは､南先生｡

南 正昭 南と申します｡私

は工学部に勤めているのですけ

れども､自分自身のこと､あま

り日ごろ人前では話さないよう

なこと､今こうやって先生方の

お話を聞いていると､自分の内

面だとか､日ごろ本当に考えて

いることをしゃべってしまって

いいということ､それがこのESDへの取り組みのもつ実は本質的なところ

なのかなと思って､今お話を聞いておりました｡

私､ESDにかかわらせてもらったのは､最初にESDというものを聞い

たときに､自分のやりたいと思っていたこと､考えてきたこととぴったりだ

なと思ったからです｡ユネスコの作成したインプリメンテーション･スキー

ムに書かれているものを読みますと､やってみたいと思っていたことがその

まま載っているように思われました｡

専門分野は､ここでは防災にも取り組んでいる都市プランナーと紹介して

いただいているのですけれども､いわゆる都市の計画とか交通の計画とかと

言われるものを扱っています｡こうした分野は､人づくりだとか､まちづく

りだとかいろいろ含んでいるのですが､私はその中でいわゆるインフラのプ
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ランニングに根をおいている､簡単に言うと土木屋なわけです｡インフラス

トクラチャーをどういうふうに用意していくことで､社会基盤をどんなふう

に用意していくことで､その上に住んでいる人たちの居心地をよくして生活

を守っていくかということになるわけです｡そういう視点から見ていくと､

もともと何故かわからないですけれど､こういう世界に入り込んでいたこと

自体､ESDの取り組みそのものなのだともいえそうです｡

そこでESDに関係するような取り組みはいろいろとしているのですが､

防災教育に関することとして今やっているのは､防災の先進地域として知ら

れている宮古市の田老に､当時いた学生さんと一緒に入り込んだのが最初で

した｡うちの学生にはいっぱい立派なのがいるのですが､田老の急勾配の大

変な地形のところで避難の計画をしなければならないということで､対象地

域全体の地形の測量をしました｡標高データとして併用されているものはあ

るのですけれども､それでは避難階段の高さまではわからないです｡それを

全部はかりました｡それでデータベースつくって､次の年は住民の分布を調

べました｡ブロックに区分して､個人情報の扱いに注意しながらです｡学生

さんですよ､私ではないですよ､立派なのがいるのです｡今年は一人ひとり､

一緒に避難路を歩きました｡100人歩きました｡こうした取り組みをやって

いるのです｡いろいろお話ししたいことはあるのですが､いまは一つの例だ

けにしておきますけれども､教育という視点からみたときには､現実から学

ぶというスタンスなわけです｡本から学ぶのもいいし､人から考え方を学ぶ

のもいいのだけれども､現実に触れてその中にある問題を掘り起こして地蟻

課題の中に入り込んでいく､そして地域と対話しながらそこにある現実とと

もに学ぶ､その繰り返しをやるということなのですけれど｡皆さん教育者も

そうだし､学生の間でも､ESDがおそらく共通の基盤を持てるとしたらそ

ういうことなのではないかと思うのです｡もちろん貧困の問題だとか差別の

問題､いろいろ社会的な問題への取り組みもESDには入っているのです｡

私自身も関心は高いのですけれども､そういう思想というか､人のいろんな

考え方の方からアプローチしていくと､その考え方の違いばかりがどんどん

表面化してきてしまう｡現実の中に入っていってその中から直接いろんなこ

とを学び込んでいくこと､人の考え方によってつくり込まれたものではなく､

現実からアプローチしていくということだと思うのです｡うちの学生さんに
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勇気づけられながら取り組んでいっているところです｡

ESDのもう一つのいい点は､世界的な視野で見ていくということですよ

ね｡世界的な視野とローカルな､よくグローカルと言いますけれども､世界

に出ていって何かやるということでもいいし､やらなくてもいいわけです｡

この地域､この周りにあらゆる問題はあるわけですよね｡すぐそこにあらゆ

る問題が全部あるわけです｡世界のいろんなところへ出かけて行って勉強し

ながら､どこかその辺の田老に入ってみたり､県北の方に入ってみたりする｡

そこにあらゆる問題が転がっているということです.それを一つ-つ一緒に

勉強していくというのがいいのではないかなと思っております｡

ESDと ｢つながり｣
玉 ありがとうございます｡

北川さんもESDについての

お考え､少し紹介していただき

たいと思います｡

北川 文美 ありがとうござ

います｡北川と申します｡私は､

国立教育政策研究所というとこ

ろに所属しておりまして､高等

教育研究部というところで仕事

をしています｡仕事の内容は､高等教育に関わるさまざまな研究ですが､E

SDに関して私は正直申し上げると非常に初心者です｡1年ぐらい前に同じ

研究所の国際協力研究部の同僚が､｢国連の持続可能な開発のための教育の

ための10年｣に関する研究会 (平成18年度科学研究費補助金 ｢アジア太平洋

地域の持続可能な開発のための教育に関する国際研究集会に向けた企画調査｣

http://groups,google.com/group/Education4SD)を立ち上げました.その

ときに､日本の大学におけるESDについて調査しようということで､岩手

大学に着目しました｡そのときに岩手大学に関心を持った理由は､SD､サ

ステイナブル ･ディベロップメントのことをやっている大学は日本の中にも

たくさんあるのだけれども､ESDという､E (Education)がつくところ

が重要なのだという点です｡これが玉先生をはじめ､岩手大学の皆さんとの
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接触の最初でした｡それで､岩手大学に昨年末にお邪魔をした際にいろいろ

お話をうかがいました｡なるほどこのEというのがある意味では難しいとこ

ろでもあり､大学の教育活動を通じて岩手大学が特色を出そうとしているプ

ロセスについて教えていただきました｡

この研究会でいろいろ ｢ESDって何だろう｣というような議論を何度と

なくいたしました｡いまだに結論は出ていませんが､そのときにキーワード

ということで､唯一だと思うのですけれども､全員が一致したのは､｢つな

がり｣というコンセプトでした｡ESDは本当に文脈や場所によっていろい

ろなとらえ方があると思うのですけれども､今日の話でどういうふうにこの

｢つながり｣というキーワードが当てはまるかどうかわからないのですけれ

ども､ESDの一番基本のところは ｢つながり｣というふうに思っています0

愛媛大学 ｢ESD環境指導者｣育成のプログラム

玉 ありがとうございました｡

今パネリストの方の個人的な問題関心を含めてご紹介いただきました｡今

度はプログラムとしてどうなのかという点で､まず愛媛大学で私どもと同じ

ように現代GP採択されて､去年の10月から取り組まれている取り組みをご

紹介いただこうかと思います｡

では､小林さん､お願いします｡

小林 再び小林でございます｡私の方から､一つの例を示させていただい

て､ぜひ皆さんの議論の材料にしていただきたいなということです｡

我々のGPのタイトルは､もう画面に映っているとおりです｡今先はど北

川さんの方から ｢つながる｣というキーワードがあったのですが､まさしく

私どもも ｢つながる｣ということを重要なキーワードとして位置づけていま

す｡しかし､実はこの ｢つながる｣という用語は私の発想ではなくて､先ほ

どちょっと申し上げた長年環境教育の実践の場で活躍してきた私の妻の発想

です｡私の方では山～里～海～人というところまで発想があったのですけれ

ども､そこで ｢つながる｣という言葉でフィールドとその中で暮らす人とを

串刺しする形で環境教育を位置づける｡この一言で取り組み全体のつながり

というのもうまく表現できたのかなと思っています｡

あと､南先生の方からたびたび学生は優秀だからという学生の褒め殺し､
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いや､そのような学生を褒め､教員側が学生から学ぼうとする言葉がたくさ

ん出てきたのですが､実は私の方も教員のそのような姿勢が大切だと思って

おります｡このことから､我々の事業の副題には相互学びあい型という用語

が含まれています｡このような点で､非常に岩手大学の先生方､あるいはほ

かのESDに取り組んでいる方々の活動とやはり似ているのかなという感じ

がちょっとしています｡

愛媛大学では､カリキュラムを修了した受講生に資格を出します｡その資

格の名称を決めるときに､環境ESDという言葉を新たにつくり出しました｡

英語に略すと恐らくESDの前にEがついて､EESDとなります｡一般的

なESDの概念というのは､これまでの様々な教育体系を全て含みながら､

それぞれの教育体系を有機的に結びつけて自然､社会文化､経済の様々な問

題の解決をはかりながら､社会の持続性を達成していく教育だと理解してい

ます｡愛媛大学は環境教育を通してつながる活動の展開を目指しています｡

結局は歴史的に見て今までの環境問題は主に自然や､自然環境を大切にする

自然至上主義に立った教育的な活動に終始していたところがあると思うので

す｡しかし､現在では環境の悪化が我々の生活に降りかかってくるというこ

とと､自然環境に留まらず経済や社会文化とともに非常に密接な関係がある

ことを認識することが必要です｡そして､このような理解に立って最終的に

は皆さんが社会を変えてください !というのがESDの､しかも環境教育を

通してのESDの一つの目的だと私は認識しております｡

これが愛媛大学の我々の取り組みの全体像になっています｡カリキュラム

の流れは､左下からだんだん右上の方へと移行しますが､4月からまず持続

的発展可能な社会のための学び-ESDという2単位の授業を展開します｡

この受講生の中から､次の段階で私は指導者養成講座に挑戦してみようとい

う学生が､後期になって環境ESD指導者養成講座Ⅰという授業を履修する

わけです｡ここには社会人の科目等履修生も入ってきます｡そして､今年3

月に先ほどお話しした学生シンポジウムが終わったところです｡環境ESD

指導者養成講座Ⅰでは､主に山､里､海に分かれてのフィールドワークと､

大学の教員からの専門知識とをあわせて学びながら､科学的な視点から問題

を発見する能力を養うことを目標にしています｡地域のNPOも当然のよう

にこのプロジェクト運営とカリキュラムの実行に関わっています｡環境ES
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D指導者養成講座Ⅰを受講し､しかるべき成績を修めた受講生の中から､さ

らに次のステップとなる指導者養成講座Ⅱに移ります｡指導者養成講座Ⅱで

は､環境教育の実践的なノウハウを学ぶような内容に移ってまいります｡最

終的には､今年の夏に､この取り組み第1回目の受講生に､自分自身で企画

した環境教育の公開講座を実施してもらって､それを評価して最終的に環境

ESD指導者Ⅱ種という資格認定をします｡

実際には､この上に環境ESD指導者Ⅰ種という上位資格がありまして､

今回私の肩書きに副専攻プランナーとあるのですが､この上位資格を含めて

副専攻的なイメージでカリキュラムを展開していると思ってください｡愛媛

大学はまだ副専攻自体は立ち上がっていませんが､これを一つの突破口にし

て副専攻をつくっていこうと､そういう戟略があります｡

実施体制とカリキュラム

組織としては､先ほど申しましたように20名近くの先生方がほぼすべての

学部から加わっていただいています｡ただし､なかなか学部によっていろい

ろ偏りがあったり､センター等はやはり研究主体ということで参加が難しかっ

たりするところもあるのが事実です｡あわせて大学にはフィールドとして､

農場､演習林､附属学校と､あと実習船があります｡先ほどの山～里～海～

人がつながるというのは､結局フィールドとその中に生活する人をイメージ

した言葉です｡運営組織自体は､愛媛大学でいうところの教養教育である共

通教育の運営組織である共通教育センターの環境養育指導者育成部会として

位置づけられています｡そして親組織である教育 ･学生支援機構の支援と評

価を受ける体制となっています｡

指導者養成講座Ⅰでは､カリキュラムで養成する人材像として課題発見能

力の育成を主眼に置いています｡そして､次のステップに進む前の学習成果

を評価する方法として､学生による企画発表をしてもらいました｡企画発表

では､地域の問題に対して環境教育という活動を通してどのように解決して

いくことができるのかについて学生に考えてもらうためのものです｡企画発

表は､実際には､2段階目のステップで実施する学生主体による公開講座に

つなげていきます｡公開講座の企画運営という取組を一つ切り口にして学生

自身の社会参画意識を高めることを目標にしています｡
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これがカリキュラムそのものの内容で､先ほど説明したものの焼き直しに

なりますけれども､こちらのスライドでは単位数を見ていただければいいと

思います｡先ほど申しましたように､この夏 (2回生前期)まで終えると全

部でコア科目2単位と､指導者養成講座Ⅰ4単位､指導者養成講座Ⅱ4単位

の合計で必須が10単位認定されています｡それ以外に共通教育で展開してい

る様々な科目群の中から､ESDの3つの視点である自然､社会文化､経済

と関連の深い授業を推薦授業という形で学生に推薦して､その中から6単位

を選択してもらいます｡以上の合計16単位を修得した学生に､まず愛媛大学

環境ESD指導者Ⅱ種を認定します｡この上位資格である愛媛大学環境ES

D指導者Ⅰ種では､指導者養成演習Ⅰ･Ⅱを､2単位ずつの合計4単位を修

得する必要があります｡これはNPOなどの実践団体でのインターンシップ
をイメージしております｡さらに､指導者Ⅱ種の認定を受けた学生が所属す

る学部において､環境ESDプロジェクトで推薦する専門科目から10単位を

履修する仕組みになっています｡合計14単位を修得した学生に最終的に指導

者養成Ⅰ種の認定を行います｡1年次からの単位を積み上げていくと､結局

Ⅰ種まで取るには30単位の修得が必要となります｡この30単位の単位数は､

他大学の副専攻の事例と､学生への負担などを考慮した結果です｡

このカリキュラムでは､Ⅰ種とⅡ種の資格を出しますが､結果として専門

性の高い専門家を育成するというよりは､専門的な知識とスキルを身につけ

た非専門家を育成するということを目指していこうと考えています｡

実は､先ほど申しましたように､なかなか教員側のイメージするレベルに

まで学生の能力を引き上げるのは難しいところがあります｡一方で､このカ

リキュラムに参加していただいている社会人の方々からは､この時点で既に

ちょっと物足りないという言葉がもう出てきているのです｡大学1年生と学

んでいる今のレベルでは物足りないという感想です｡この議論の中では､今

後学部教育だけではなく､大学院までをも含めた指導者養成カリキュラムを

また別に設けなければいけないのではないかというような問題提起も出てき

ています｡

学生の問題解決力

大学教育改革への貢献ということですが､先ほどちょっと申し上げなかっ

23



セッション1 教養教育の課題とESD

たのですけれども､大学の演習林で展開してきた野外実習を通して､学生の

野外活動における経験の無さとそのことに派生するいろんな弊害を強く感じ

ています｡数年前には､マムシを素手でつかんでかまれる学生が出たり､ス

ズメバチの巣の横に座り込んでパニックになったりなど､危機回避能力の欠

如に起因する想定しにくい事故も頻発するようになってきました｡また､学

生同士のコミュニケーションも多いに問題があります｡例えばフィールドで

行動していて､ある班の女子学生が1人見あたらなくなったことがありまし

た｡同じ班の男子学生にどこ行ったか知らないかと聞いたら､｢下の方の木

の根元で座り込んでいるのを見ました｣と平気な顔で報告するのです｡驚い

てその現場に見に行ったら､女子学生がこんな急斜面は上れませんと泣きな

がら座り込んでいるのです｡結果的に､男子学生はこの女子学生の横を通り

過ぎながらも､声もかけずに上に上がり､教員に聞かれてはじめて､動揺す

ることもなく状況を事務的に報告したということになります｡以上のような

私自身の経験から､学生の生きるための総合力が低下していることに非常に

強い危機感があります｡

このような状況を受けて､私は実践的な授業を通して学生の問題を解決す

る方法について取り組んできました.その一つの活動として､私はこれまで､

主に視覚障害者を対象にした公開講座を学生に企画させて実施してもらおう

という取り組みを実施してきました｡授業の成果として､スライドの2番目

あたりに書いてあるのですが､何よりも先に学生同士のコミュニケーション

能力が非常に向上しています｡これは､作業のほとんどがグループワークを

中心にして体験していくことによります.また､公開講座という一つの催し

物を企画運営することで､実施を終えた学生から強い達成感を引き出すこと

ができました｡さらに､視覚障害者等を相手にするという条件が､学生の責

任感を引き出すことに一躍担っています｡あとは､学生達が参加者に教える

という活動を通して､自分たちが授業で学んだことに対する客観的な評価が

できるようになります｡これは､一種の外部評価的なものだと思うのですけ

れども､これは参加者への対応の際や､あるいは参加者からの対応の際に客

観的に実感するということが一つあります｡そして何よりも学生が参加者で

ある視覚障害者から多くのことを学んでいるということが特に重要です｡一

見大学の側から参加者である視覚障害者に教えるという企画なのですが､実
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はその企画が終わって最後の振り返りの時間になると､学生が自分の感想を

述べる中で自らが学んでいることに気付くのです｡この時学生によっては､

涙を流すほどいろいろな思いを口にしながら感想を述べるのです｡それは､

学生の発表の前に感想を述べる視覚障害者の方々から気付きや感謝の言葉を

きっかけにしておこる学生のこころの変容が表に出てきた結果だと判断する

こともできます｡このように､公開講座形式の実践的な学びの仕組みが､学

生と地域社会双方の学びの場として有効だということに気付きました｡そし

てこれまで学部長に､学部の生徒全員を対象にこのような形式の授業をしま

しょうと進言していたのですが､去年の1月ごろに文科省からこんなのが来

ていますよと紹介を受け､全学的に展開してみなさいと進められたことがきっ

かけで18年度の採択ということになってしまったわけです｡

フィールドの活用

取り組みフィールドはスライドで､写真を紹介するだけになります｡愛媛

大学はキャンパスから近い距離に様々なフィールドがあるという環境に恵ま

れています｡

実際の授業内容については､細かくて申しわけないのですが､お手元の資

料をご覧下さい｡ことしは､7月からの展開という時間的な制約から､集中

講義という方式で開催しました｡次年度からは､社会人の方々の参加にも便

宜を図る意味で､毎週土曜日開講の授業形式になります｡ことしは､12月の

下旬にまず4日間の朝の8時半から夕方4時までの集中講義を実施しました｡

4日間を里､山､海に分け､まず各フィールドを専門とする教員にオムニバ

ス形式で講義をしました｡また､各日の後半部分では､NPOの先生方にも

登場していただいて実践現場からの課題を提起していただきました｡その後､

毎日グループディスカッションを実施しました｡1月から2月にかけてフィー

ルドワーク実習に移行しましたが､12月の講義はフィールドワークに行くた

めの事前知識の習得ということもイメージしています｡フィールドワークが

終わった後の3月には､第2回目の集中講義を実施しました｡ここでは､物

質循環と､人そのものの存在と健康について､経済という視点から社会問題

を考えるという内容をテーマにしました｡そして､各グループの環境ESD

企画の発表と外部講演者を招いてのシンポジウムを実施したわけです0
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セッション1 教養教育の課題とESD

今年はまだ初年度にあたりますが､今回の授業を受講した学生の志望動機

を学生から提出された志望動機レポートから拾ってみました｡学生への授業

の開催通知には資格が取得できることを全面に押し出して提示しました｡こ

の魂胆は､学生に資格というものを提示すれば受講動機が強まることが期待

されるのではないかということを考えたわけです｡しかし､レポートを分析

しますと､実は資格というのは志望動機の中でも中程の順位に位置していま

す｡結果的には､最初から資格取得を目指して受講する学生は少なく､こち

らの意図が外れたなという感じがします｡志望動機の一番に付けたのは､む

しろ1年生ということもあるのでしょうか､自己啓発とか環境問題への関心

という知識欲的な部分に魅力を感じる学生が非常に多いということになりま

した｡

こちらのレーダーチャートはすごく見にくくて恐縮なのですが､この中か

らちょっと幾つか抜き出したものを前の画面の方に提示します｡こちらでは､

優先順位をつけて学生に動機を書いてもらいました｡第1位は､やはり環境

教育の知識の修得です｡資格取得の順位は低くなっています｡この他には､

環境問題の関心があるということとグローバルな知識に期待していることが

上げられます｡一方､教員志望の学生も多数受講することを想定したのです

が､今回に関しては教員志望の順位が最後の方に回っています｡これは､次

年度もうちょっと広く学生に広報することでちょっと動向は変わってくるか

もしれませんが､今の学生の受講動機は以上の通りです｡

今回実施したフィールドワークの一覧です｡松山を中心にしていろんなと

ころ-行きました｡また､NPOのいろんな活動にも参加して､成績として

評価することも行いました｡

シンポジウムは､スライドにあるようなプログラム内容でついこの前に開

催したばかりです｡参加いただいた外部講師の先生方には哲学を専攻してい

らっしゃる明治大学の柴崎先生､あるいは実践者でありますビーネイチャー

スクール代表の森さん､あと鹿児島のくすの木自然館の代表である浜本奈鼓

さんをお呼びしました｡また､ESD-J事務局長の村上千里さんにもお越

しいただいてコメントをいただいています｡

実際の活動風景について写真を使って簡単にご紹介します｡このような形

で社会人も学生の和に入りながら授業を展開しています｡これは､学び合い
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の実例のひとつです｡次のスライドでは､ネイチャーゲーム協会事務局長を

務める教員による危機管理講座の風景です｡フィールド活動の現場を絵にし

た用紙から危機を予測してグループで共有する活動です｡これは､附属農場

の教員が､まず最初に受講生の思い描く田んぼの原風景を書いてもらうこと

から始まって､教本である絵本に描かれている典型的な里の風景と照らし合

わせているところです｡このような授業の後に､フィールドに出かけます｡

地理情報システムを使って､自分がこれから行く場所を様々な観点から調査

をしました｡毎日の授業の最後には学生に必ずプレゼンテーションをしても

らいました｡フィールドワークでは､神社等の文化的資産､山の歩き方､そ

の後の振り返り､などを実施しました｡

梶原先生の方から学生の心を揺り動かす講義という､そういった点では実

はガイダンス資料をお見せするのがよかったのかもしれませんが､取組授業

のガイダンスでは､私が今まで訪ねたネパールや中国の生活や環境を写した

写真を紹介し､貿易センタービルに飛行機が突入する動画を流すなどして現

実味のある情報を提供することで､地球環境の現状や環境問題と戦争との密

接な関係について考えてもらいます｡そして､子供たちの写真を見せながら

皆さん､いまのままでよいのですかと訴えていますが､この一連の映像を通

してガイダンス参加者の心に何かは響いているようです｡しかし､この表現

手法は行きすぎると洗脳教育的といいますか､少々カルト的になる部分があ

りまして､それとの境界線が難しいところかなという感じがしています｡

以上です｡ちなみに写真一番左の男の子が私の息子で､現在この取組を進

める最大の動機かもしれません｡彼にどういう未来を残すのかというのが､

もしかしたら私の最大の動機かもしれません｡

以上です｡済みません､長くなりました｡

玉 ありがとうございました｡大体受講生は今年度の終わりには100名ぐ

らいですか｡

小林 受講生は､一応授業の定員原則40名のところに対して65人です｡そ

のうち社会人の方が10名､あと大学院生が4名入ってございます｡説明会の

方には20名ほど社会人の方々が来られたのですが､どうしても授業の開講時

間帯などの条件で今回は受講できなかったという方がいます｡

玉 社会人の方は､科目等履修生のような形ですね｡
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セッション1 教養教育の課題とESD

小林 科目等履修生として､この授業のために1単位1万4,400円払って

来ていただいています｡指導者資格Ⅱ種を取得するために必要な授業を全部

履修すると16万円ほど必要になるのですが､それも覚悟して来られている社

会人の方々です｡

玉 岩手大学についてこれからご紹介しますけれども､岩手大学はとにか

く学生全部を広く薄くといいますか､全体を対象とします｡それに対して小

林さんがプログラムされた愛媛大学の場合は､かなり限定した対象に集約的

に教育をして､資格認定というところに持っていくというところですね｡やっ

ぱりご質問あろうかと思うので､何かもし､一､二受けようかと思います｡

どうですか｡

副専攻および資格のメリット

関野 登 岩手大学､関野と申します｡大変興味深い取り組みをありがと

うございました｡二つお聞きしたいのですけれども､副専攻という言葉をお

使いになりましたね｡愛媛ではいわゆるメジャー､マイナーというか､その

副専攻というシステムを取り入れているのですかというのが1点です｡

2点目は､ご説明の中に資格という言葉がいろいろ出てきたのですが､学

生の反響としては資格としての動機づけが少し低いということなのですけれ

ども､学生の説明のときにこの資格は学生さんにとってこういうメリットか

ありますよという､どんなメリットだという説明をされているか｡この辺よ

ろしくお願いします｡

小林 関野先生ありがとうございます｡二つに対して順番に答えていきた

いと思います｡

まずは､副専攻ですが､先ほど副専攻に関しては策略を練っているという

ような言い方をしましたけれども､まだ実際には走っていないのです｡この

件について大学の執行部と構想を練っていく中で､本取組はある程度の専門

性を求めるものなのですが､いわゆる教養教育よりはちょっとレベルが高く､

学部の専門教育よりは少しレベルを低く抑えた､ちょうど両者の中間的な内

容になるという位置づけになっています｡このような点で､学生が専攻する

メインの専攻とは別の副専攻というイメージに近いということになります｡

実際には､まだ計画段階というか､計画のまたさらに一歩手前かもしれませ
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ん｡そういう形になっています｡

関野 例えばほかの副専攻として幾つか並ぶようなイメージでよいですか｡

小林 はい､あるようです｡やはりこういう時代なので､少子化の中で大

学の売りをつくっていく戦略の中に副専攻を位置づけようとしています｡主

に大学の得意分野を前面に押し出した副専攻の設置をいくつか狙っていると

いうことです｡

あと､資格に関しては､先ほども申しました資格というのは､実は資格を

使ってどうのこうのというよりは､最初は教育的な効果をねらっていました｡

ようするに､資格が欲しいという欲求を刺激することで授業に対する動機を

高めるという戦略を取ったのです｡そういった意味では､この資格が実際の

就職に結びつくかどうかというのは､正直言って後回しになっています｡し

かし､学生には､たとえ専門職につかなくても､それこそ私なんかは家庭に

入りたいと思っているのですけれども､家庭で子供を教育するときに役に立

つ知識なんですよと伝えています｡つまりこれからの時代を生きるための根

底となる知識なのだから勉強してみたらいかがですかとすすめています｡当

然環境省などが発表している環境ビジネス分野の今後の成長予測を紹介しな

がら､エコ検定など他の資格も別に取るための予備校的な勉強もできますと

も伝えています｡ただし､今回の取り組みで取得できる資格はあくまでも

｢愛媛大学｣環境ESD指導者です｡現時点では､この資格が国家資格のよ

うに全国的に通用する資格ではないことや資格そのものが就職に有利になる

ものではありません｡ただし､将来的には､環境省の環境教育基本法の中に

入っております資格認定団体への申請を目指しています｡

｢学びの銀河｣プロジェクト

玉 それでは今度は岩手大学のご紹介を家井先生にお願いできますか｡

家井 配付さ咋ている資料のパンフレット｢『学びの銀河』プロジェクト｣

に沿って､最初に私が概略をご説明し､足りない部分を梶原先生に補ってい

ただくという手順で説明します｡

パンフレットの1ページめ､ESDと岩手大学の教育の関係の概要につい

ては､先ほど説明がありました｡そのあとの2ページからを見ながら説明さ

せていただきます｡
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セッション1 教養教育の課竜とESD

｢岩手大学の教育目標｣として示されている図にある通り､岩手大学の教

育には専門教育と教養教育の二つがあり､各学部はそれぞれの専門教育を担

うとともに､全学共通教育を学部を越えた全教貞みんなで担当するという形

になっています｡そして､学生はその両方､つまり全学共通教育を学びなが

ら専門教育を学ぶことになっているわけです｡

こうした方針のもと､岩手大学が育成したい人材の備えるべき素質として､

2ページ中に5項目にわたって列挙しています｡これが全学的な教育の目標

です｡

とりわけその3つ目に太字で示している ｢環境問題を初めとする複合的な

人類的諸問題に対する基礎的な理解力｣があることに注目して下さい｡

もうひとつ､岩手大学の全学共通教育に関しての一つの特色としては､環

境教育科目を､四つの学部それぞれの取り柄を生かしたものを分担して持っ

ているところです｡

この二つの特徴を前提にして､岩手大学は全学共通教育を特に教養教育の

見直しをする中で､ESDを旗印にするというふうに考えて取り入れたもの

です｡これがGPに発展しました｡

次の3ページに､ESD ｢『学びの銀河』プロジェクト｣で養成しようと
する人材像があります｡先ほどの説明で､｢21世紀型市民｣の育成とありま

した｡これはちょっと耳慣れないことばですけれども､ (複合的な人類的諸

課題を､将来にわたってみずからの課題として意識しつつ､社会 ･地域 ･家

庭のさまざまな場で､自分から主体的に取り組む人材)ということです｡そ

ういう人材を養成するために､岩手大学は教養教育を再構築していくことに

したのです｡

教養教育の再構築

今までももちろん教養教育をやってきたわけですけれども､学生さんに開

きますと ｢受講する科目は､『何かこの中から一つ選びなさい』というので

仕方なく選んだ｣というようなもので､選択した科目それぞれのつながりの

意識もなかったし､｢何となく､やらねばならない｣といった､余り積極的

になれない感じで授業を受けてきたという意見がかなりあります｡

学生のこの消極的な態度を何とかしたい､ということがあったわけです｡
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そして､受講する科目間につながりを見出させる､学生一人一人が自分で選

んでいく､教養教育の科目に積極的な方向性を見出してもらう､という方策

として､ESDという概念を取り入れたということです｡

また､教養教育にESDを織り込み､教育内容と教育方法の改善に統一的

な方向性を与えること､それは学生の問題だけではなく､担当する教員たち

にも､ESDによる ｢つながり｣が見えるようにしていく､ということを目

指しているのです｡

このことによって､学生は自分の修得した科目が､相互にどんな関連を持っ

ているのか､自分の専門以外の学問がどんなふうに現実社会において機能し

ていくのかを知ることになります｡あるいはそこにまで至らなくとも､こう

した学び方を一つのきっかけにして､学びを向上させていくということを目

的に､このプログラムをスタートさせたということです｡さらには､つなが

りを拡大して､外国の大学や地域とも連携していくということも､目標とし

てあります｡

4ページ目にいきます｡具体的にどのように実現するかについてです｡

岩手大学ではこれまでに既に､実質的に環境教育科目がコアカリキュラム

のように存在していたということを踏まえ､さらに環境教育を拡大させて､

｢持続可能な開発｣(日本政府訳ですので､いちおうこの言葉を使用します)

のための教育として､全学共通教育に位置づけていくことにしました｡

そして､それを実現するために各教育科目を四つの領域に分け､それから

授業方法を学生の参加の程度､あるいは参加のしかたに合わせて､四つのタ

イプに分類しました｡一つ一つの科目は､その四つの領域のどれか､四つの

タイプのどれかに､それぞれ位置づけていくということを前提にします｡

受講する学生は､各科目を選択することで､それらを星座のように位置づ

け (座標軸は､分野の複合とタイプです｡5ページの図を参照して下さい)

一人一人が授業を選ぶことで自分の独自の星座をつくっていく､という大変

ロマンに満ちた (笑)計画になっています｡

これだけではなくて､今後は高年次教養科目を新設して､実際にこれが四

つのタイプのうちのタイプ3､タイプ4になっていくわけですけれども､学

生が実際にいろいろな社会的な課題に参加して解決の経験をしていくという､

参加型 ･問題解決の体験型の授業を取り入れる計画です｡これは今計画段階
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で､今後実現させる見込みです｡

さらに､ただ単に全学共通教育にESDを織り込むだけではなくて､学生

がESD副専攻を取得できるような準備､これは専門教育にESD科目を加

えてということになりますけれども､ともかく今後副専攻を立てるというこ

とにしています｡

宮沢賢治

｢学びの銀河｣という名前は､岩手大学の前身の一つである盛岡高等農林

の卒業生 ･宮沢賢治のもつイメージが大きく影響しているところです｡一番

最初のページのところに宮沢賢治が言っていたという､自分一人の個人的な

幸福を追求するのではなくて､全体の関係の中でみんなの幸福と前進を図っ

ていくことを追求したい､といったことばのイメージを受けています0

｢学びの銀河｣というところで､学生一人一人が積極的な学びを実現する､

あるいはそうした夢を持って勉学するよう導くため､｢学びの銀河｣プロジェ

クトという名前をつけたということになります｡

昨日､私は梶原先生や学生たちと一緒に､映画 ｢不都合な真実｣を見たの

ですけれども､映画の最後にゴア元副大統領が､｢これ (環境問題の解決)

は､モラルの問題なのです｣とずっと言っていました｡こうしたモラル的な

面が､｢学びの銀河｣というキャッチフレーズにはついているのだな､と私

は理解しています｡

大変早口での説明ですみませんでした｡もう少し補足します｡

四つの領域というのは､5ページに書いてありますように､環境 ･社会 ･

経済 ･文化の四つです｡従来さまざまの科目を共通教育で準備してきました

が､そのすべてをこの四つのどこかに位置づけます｡

そして各授業のやり方に応じて､一番柔らかなESDの織り込み方は､タ

イプ1の ｢関心の喚起｣の授業となり､もう少し授業の中でESDについて

深く踏み込む場合には､｢理解の広がりと深化｣､タイプ2の授業となります｡

それから､学生を現場に参加させてそこで実体験させてみるような授業､こ

れはタイプ3になります｡問題解決に至るまでの体験を系統的にやる､これ

をタイプ4として､これは特に高年次教養ですからこれから準備していくと

いうことになります｡
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実際は､この4月からそれぞれの科目担当者に四つの領域､四つのタイプ

のどれに当てはまるかエントリーしてもらい､それをシラバスなどに示して､

授業の中で学生にESDであるということを確認させながら授業を行ってい

くということなので､新たに何かたくさんの授業を開設するということでは

ないのです｡

もちろん新たにつくる授業もいくつかあるのですけれども､今までやって

いた授業がESDの中でどんなふうな位置づけになるか､ということを担当

する教員には意識してもらい､学生にもそれを意識しながら受講してもらう

ということになっています｡

では､補足部分を梶原先生にお願いします｡

梶原 今の補足部分は特にないのですが､むしろ質問をお受けした方がい

いのではないかなと思ったりはしています｡済みません｡

玉 それでは､いま愛媛大学と､それから岩手大学､同じGPの分野で採

択されているのですけれども､非常にタイプが違うといいますか､全体の学

生を対象にするのと一定程度の問題意識を持った学生を対象にするのとで違

いがありますので､それぞれについてご質問とかご意見とかあるかと思いま

すけれども､いかがでしょうか｡

外部や学生の意見

質問者 岩手大学と愛媛大学の両方について質問なのですけれども､どち

らも始まってからそんなに時間がたっていないのでなかなかどういった効果

が出てきたかとか､学生がどういうふうに進路を決めているかというところ

まで言いにくい部分はあると思うのですが､今まで行ってきた授業なりプロ

グラムに関して､岩手大学のこのパンフレットの方にはESD評価委員会と

いうのが外部のNPOや宮沢賢治学会が入っていておもしろいなと思うので

すけれども､こういった外の方の意見とかフィードバックというのをどうい

うふうに生かそうとしているのかということと､それから学生の経験を､先

ほど愛媛大学の方でもちょっと触れられたかなと思うのですけれども､学生

の意見をどういうふうにフィードバックしていらっしゃるのか教えていただ

けますか｡

玉 岩手大学の方から申しますと､評価委員会は19年度に立ち上げること
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セッション1 教養教育の課題とESD

になっておりまして､まだでき上がっておりません｡何しろ授業科目にマー

クをつけるのがこの4月からなものですから､ことしの5月くらいに学外の

方を中心に立ち上げて､19年度終わりのところで評価をいただこうというふ

うに思っています｡ちょっと今のところはまだデータございません｡

小林さんいかがですか｡

小林 我々も似たような状況にあります｡我々の方は､実はプロジェクト

会議を大体月に1回開催していて､NPOの方々が常設メンバーとして入っ

ており､オンタイムで外部のいろんな意見を反映しています｡そういった形

で､今､年度締めというような形での評価委員会はまだ立ち上がっていませ

んが､恐らくこれが一回りする次年度の夏には報告書の中で公表することを

検討していかなければならないということです｡ですが､やはり本取組は走

りながら仕組みをつくっていくという状況にあっては､会議の中に様々な分

野の方々に入ってきていただきながらある意味､チューニングと僕は表現し

ているのですけれども､オンタイムでチューニングをうまくそのときの周波

数に合わせながら走っていくという体制をとっています｡

現状では､学生からの評価､一般的な授業のアンケートと､何よりもレポー

トの中から今学生がどれだけ理解しているかとか､あるいはこっちが伝えよ

うとしたことが伝わったかとか､あと先ほどの紹介したシンポジウムで外部

の先生方に対する質疑応答とか､そういうものの中から評価事項を酌み取っ

ているという状況です｡幾つか問題提起をするのであれば､一つは先ほど何

回も申しましたように､なかなかこっちの意図するレベルまで学生の理解が

ついてこないという点が一つです.ですから､ESDというのは非常にいろ

んな分野を横断していくのですけれども､その分野ごとのつながりまで彼ら

自身がなかなか意識するところまでいかないのです｡今回は集中講義という

こともあったのでしょうけれども､その日学習した内容をその日の午後のプ

レゼンテーションで即座に説明して､いかにも理解したように説明するのは

すごくうまいのです｡ところが､最後の成果の取りまとめとなる企画発表の

ときには､自分たちが見てきたフィールドで学んだことを反映させて企画を

立てなさいと言いますと､勉強したものが何一つ入ってこない企画も出てき

たりします｡授業では触れていない､ネイチャーゲームのテキストを引っ張

り出して書いてありましたと､そしてそれを反映したイベントをやりますと
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いうような企画になってしまうのです｡こちらで授業をふりかえり､そのよ

うな企画を計画するのだったら､たしかあのときにもっと地元に根差した情

報について教員が説明してましたよねと指摘しても受講生の半分ぐらいは忘

れてしまっているわけです｡このことから､学習のプロセスそのもの自体に

実は大きな課題があります｡現在は､教員サイドの伝えたい内容の思いも強

過ぎて走っている部分もあるのです｡実は､もうちょっと冷静に学生が本当

にそういうものを吸収してもらえる仕組みづくりというものが必要なのでは

ないかというのが学生の方からのいろんな情報で感じているところです｡

取り組んでみて

玉 鈴木忠彦先生､私と一緒に英語にESDを取り入れてみようというこ

とでやってみたのですが､どういうところが困難なのかという話も含めて､

鈴木先生､講義ずっと見ておられて､感じられたこと何かあれば少しご紹介

いただければと思うのですが､いかがでしょうか｡

鈴木 忠彦 岩手大学の農学部の鈴木と申しますけれども､私は玉先生と

一緒に共通教育の中の英語Aと

いう水曜日の科目を担当してお

ります｡本来は専門の獣医学と

いう領域なのですけれども､私

自身が外国に行って30回ぐらい

国際学会で発表したりする経験

の中で､英語のコミュニケーショ

ン能力を若いうちから身につけ

ておいた方がいいという思い､

′′tilij;17

認識を持っておりまして､それで英語教育に参加をさせていただきました｡

そして､その中の題材が ｢アトラス ･オブ ･サステナブル ･デヴェロツプメ

ント｣というテキストを題材にしてESDを非常に広範囲に教えているわけ

です｡そして､初めて私自身も教える過程の中で題材を通してESDという

ものがどれだけ広いかというのがわかりました｡それで､経済の問題とか環

境の問題とかあるのですけれども､一番今世界で重要なことは人間開発とい

う部分が非常に重要であるということを感じまして､そして私自身が数えて
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いる学生たちにグループワークの形で学んだことを整理して､そしてプレゼ

ンテーション能力を身につけると｡そして､それを発表したものを聞いてい

る者同士が評価をして､それを記録にとってお互いに反省をしてさらに高め

ていこうということでやっております｡

その中で､一つは現代の学生の気質なのかもしれませんけれども､当番で

発表するところを決めるわけですけれども､そこ以外のところは全く予習も

復習もしないということで､当番を決めるということが逆に悪い方向に出て

いるものですから､一番最後､授業の最後の方で､きょう発表になったもの

に対して簡単な小テストのようなものを指名して答えさせるということによっ

て､自分とは関係ない､あるいは自分が評価したものを､MVPのようなも

のを選出して最後まで集中力を切らさないような工夫をしながら､ことし始

まったのですが､既に3段階ぐらいの修正､モディファイをしながら高めて

いこうというところです｡そして､ことしの夏に国際シンポジウムを岩手大

学は企画しておりますけれども､その中で授業で学んだことを英語で発表し

ようというふうな形で､エデュケーション･トゥ一･ラーニングということ

を､このESDの中でも､ハイア一･エデュケーション･フォー･サステナ

ブル･ディベロップメントといいますか､高等教育の中のESD教育､そし

てそれを国際シンポジウムの中で学んだことを発表しながら講義をしていこ

うという考え方でございます｡まさに先ほどどなたか申しましたけれども､

一緒に学ぶということ､あるいは一緒に発表する､あるいは意見を聞くとい

うことを通じて大学生のレベルに応じた学びなり能力を身につけていこうと

いうことで考えておりまして､まだその結果は十分評価はできませんけれど

も､やがて来年度に向けて一度反省をしてよりよいものにしていこうという

考え方ですが､やはり題材は非常にグローバルですけれども､それを自分の

ものとして考えて課題を抽出する力､それから将来的な課題解決能力を磨く

そういう力をつけさせようということで今考え始めております｡

玉 ありがとうございました｡

比屋根さんも授業の中に事実上ESDを取り入れていらっしゃると思うの

ですけれども､そういう困難みたいなことについて何か感じていることがあ

ればちょっとご紹介いただければ｡いかがでしょうか｡

比屋根 哲 突然でしたので｡私の場合は､農学部の中で環境教育論､そ
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れから大学院の中で環境教育特

論という講義を起こしていまし

て､特に困難というようなこと

はないというか､先ほどから話

があるように､環境教育という

のは理解してふんぞり返って､

俺はよく知っているのだと何も

動かない人間を育てても何もな

らないので､行動に一歩踏み出

すということで､今盛んに学会なんかでも言われているのは体験なのです｡

ですから､そういったときに､今もう私の場合は､特に大学院の特論では半

分は座学でやろうと､半分はもう外で1泊2日で体験させると､それでいろ

いろ､例えば高校生と交流させたり､そんなことをやりながらちょっと意詫

を高めていく方がいいかなと思ってやっているのですが､残念ながら大学の

さっきの単位の話なのですけれども､15時間､45時間で予習､復習とかいろ

んな話が出てきますと､その辺のどうも演習であるとか実習であるとか､多

分農学部と工学部の先生はかなりお感じになられると思うのですが､そういっ

たものが非常に低 く見られて､実際には物すごく教育効果が上がっているの

にそこが低 く見られるというところで､大学でもいろんな入力のシステムが

出てくるとか､そこは実は非常に､何でこんなに低 く見られるというか､と

ころが非常に実は怒っている人が多いのではないかという私の実感としては

あります｡そのあたりのもうちょっと制度的なところ､システムを改善して

いかなければ､ちょっと難しい面あるのですけれども､設置基準とかの話が

ありますので｡ちょっとその辺が困難と言えば困難｡体験をどんどんさせた

い､限られた時間の中で｡それで実質化も図られるような何か仕組みが欲し

いなというのが悩みと言えば悩みです｡

大学教育の見直し

玉 ありがとうございました｡

実は､私は鈴木先生と一緒に英語の授業をやっているのですけれども､やっ

ぱり先週やったことなのにもう忘れてしまっているという､ですからサステ
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ナブル･ディベロップメントという講義のタイトルなのですよね｡講義とい

うか､テキストがそういうテキストなのです｡これは ｢持続可能な開発｣と

訳されていると最初に話しているのに授業で発表させると､それを持続可能

性社会とか適当にまた別の訳をしている｡本当に聞いていないというか｡やっ

ぱり体験というようなところの知識というものが､何か今の教育の中で身に

なり血になっていくというか､ある程度定着する上ではどうしても体験みた

いなものが必要なのではないかなというふうな印象を私も強く持っていまし

た｡

こういうようなことに関連して､どうですか､南先生もそんな｡

南 教育というか､学ぶ姿勢というものを､研究や教育に昔から関わって

きている人は考えてきたのだと思うのですけれども､自分でその間題を見て､

問題を発掘して､それがどんなことかということを理解しながら､それで調

べものをして理解を深めて､それでアプローチして解決に向かっていって結

果を得る､そういう研究だと普通のプロセスですけれども､学ぶということ

の非常にベーシックな姿勢というものがあると思うのです｡ESDというも

のもそうですし､大学教育の見直しがいろいろと行われているわけですが､

そういう方向に大きくかじ取りを持っていこうということなのでないかと思

います｡たとえば､先生が学生の前で黒板に書きながら行う講義を聞くとい

うことから学ぶという､そういうスタイルがほとんどであるということが本

当は過去のものにならなければいけないのかもしれません｡それで､大学の

方も今は全学共通というのですか､転換教育を来年度から始めることになっ

て､これは高校までのいわゆる詰め込み型の教育と言われていることから､

大学に入ったところで主体的に学んでいくようなスタイルに変えていくとい

うことが主眼なのだろうと理解しています｡ただその前に､大学そのものが

転換されなければいけないという問題があるように思われまして､このES

Dの位置づけというか､こういうものが広がっていくことの一つの意味は､

大学教員の転換教育というか､そういうことがあるのではないかなというふ

うに思っています｡

学生の学びへの方向付け

玉 今のに関連してちょっと発言をしたいという方いらっしゃるのではな
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いかと思うのですけれども､いかがでしょうか｡知財とも関係し合うと思い

ますので､何かそっちの関係からあれば｡佐藤先生､いかがですか｡

佐藤 祐介 今指名ですけれども､特にはないのですが､全体的にお話を

お伺いしていまして､環境教育というのは聞いておりますと政治的な活動と

いうか､政治運動に近いものになっているのかなという､そういう印象があ

るのです｡それで､私は大学にいたころは学生運動が盛んで､そういう政治

的な活動というのは自発的にやるものだという印象があるのですけれども､

その後日本の全体教育､締めつけ管理型の教育体制がどんどん強化されていっ

て､そういう学生の自発的な活動というのが封じられる中で､むしろ学生の

活力自体が落ちてきたことの反映として､今こうやって大学自体が何かそう

いうことを学生に対してやっているのかなというふうな､そういう印象を受

けるのですけれども､こういうふうな印象というのはどうなのでしょうか｡

玉 別の視点からご指摘いただいたと思うので､少しそれに対して--そ

れでは､小林さん｡

小林 先ほど私の発表で､子供の写真見せたり､貿易センタービルに飛行

機突っ込んだりという映像で､ちょっと余りやり過ぎるとカルト的になると

いうような言い方しました｡けれども､私がやはり目指すところは､比屋根

先生が今おっしゃったように､実行力のある人材を育てることです｡どのよ

うな部分での実行力かというと､私は社会の人たちの意識を変えることだと

考えています｡個人の意識を変えることで社会を変える｡そこに何らかの形

で携わる人になってもらいたい､そのような気持ちがガイダンスでの説明に

反映されているのです｡それは､確かに過去のある一時期の時代と重なる部

分あるのかもしれません｡しかし､成長の限界一人類の選択一という書籍の

中でも､｢持続可能性革命｣という表現で､結局は意識の革命がないと､今

の行き過ぎた環境負荷をもとに戻す､あるいは持続することはできないこと

を紹介しています｡このような現状への危機感から､少々過激というよりは､

実際一部の方から見ると受け入れがたいという印象も出てくるのは否めない

と感じています｡私自身はラジカルでありたいと思っているのですが､この

姿勢は学生になかなか伝わりません｡そういった意味では､なかなか社会の

変革を促すまでは難しいかなという感じもしてしまっているのですが､私は

今後もラジカルな姿勢で取り組んでいきたいと思います｡
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セッション1 教養教育の課題とESD

体験させて考えさせる

玉 いかがですか､もう少し佐藤先生｡

佐藤 ただ､大学で教えるとかということになりますと､それ自体が権力

関係になっているわけですね｡その辺をどういうふうに意識しているかとい

うことと､物事には必ず違う見方というのがあるわけですから､それをみず

からはこう考えてこういうものがいいというふうなことを言うのはいいので

すけれども､それに対する反対の考え方とかそういうものがあるのだという

ことはどういう形で伝えられるかという､これもちょっと気になる点なので

すけれども｡

王 権力関係という理解をもう少し｡

佐藤 大学ではまず単位を与

えるということに対して､卒業

の単位､卒業させる卒業資格､ ㌔

そういうふうな力があるわけで

す｡そういうことです｡

玉 それでは､家井先生｡

家井 私は､パネリストの中

でただ1人の文化系だと思うの

で､その観点から申します｡

今回の ｢学びの銀河｣プロジェクトの授業科目エントリーですね､科目の

エントリーに関して､文化系の教員の反応が弱かった感じがあるのは､佐藤

先生がおっしゃったようなところがあるのだろうなと思います｡

また､教員と学生の間には権力関係があるというのも理解しているつもり

です｡むしろそれを前提として､肝に銘じるべきでしょう｡ただ､これは全

く私の個人的な考え方ですが｡

ESDの授業としてまだ開始していませんが､テスト的に自分の受け持つ

授業の中でいろんなことを試しています｡先ほど､｢フィールドに出るけれ

ども､その結果が全然学生自身の学びに反映されない｣といった意見があり

ましたが､私も､学生に文章を書かせると同じようなことが起きると感じま

す｡

つまり､今の学生は何かをつなげてまとめるのはある程度上手だけれども､

40



自分の考えの中に位置づけて書くというのが本当にできなくなっていて､そ

れを何とか改善したいというふうに思っているわけです｡

それには､やっぱり一通り体験をさせ､その上で ｢文章を書くためには技

術が必要なのだ｣と悟らせて､具体的なトレーニングをする必要があると思

うのです｡

私は､これから日本語の文章表現のトレーニングみたいなものを授業とし

て受け持つために､今一生懸命勉強中なのですけれども､｢文章表現に必要

なのは､第一に技術である｣と考えています｡

何らかの具体的体験をして､それを自分で文章表現してほしいのですが､

それは､まずやってみないと絶対できないことなのです｡このために教師は

初めに指示しなければなりません｡

最初から､｢それは､権力を押しつけることになる､思想を押しつけるこ

とになるから｣といって何もしないまま放置すると､学生はいつまでたって

も内向きな､自分の考えを自分できちんとまとめて自ら発表する､という姿

勢､体験を､ほとんど持たないで卒業してしまう｡

｢とりあえず1回やってごらんなさい｣と､そして学生相互にそれぞれ自

分の考えで組み立てたものをお互いに批評し合ってください､というふうに

しようと考えていますが､何か一つの価値基準を押しつけるという気はない

のです｡

それから､授業も､たった一つのものをひたすら聞くのではなくて､幾つ

かのものを比べて､そしてその中で自分の考えを組み立てていっていただけ

ればいいのではないかと思います｡何らかの指示を与えることが､思想的な

押しつけにつながるというふうに考えていると､ただの知識の羅列だけにな

ります｡

でも､｢ただの知識の羅列｣というのはあり得ないのです｡絶対に何らか

の､それを話す人のバイアスがかかるはずなのです｡透明無色な何の価値づ

けもない言説というのはないわけですし､それを避けていたら､私は授業が

成り立たないというふうに思っています｡

私がやりたいことは､学生が､自分で体験してみて､実際にそれを自分の

考えで組み立てて書いていく訓練をすること､それを何度でも何度でも見直

していってほしい､ということなのです｡
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セッション1 教養教育の課題とESD

社会を変える

玉 山崎憲治先生｡

山崎 憲治 岩手大学では､

全学で転換教育という少人数の

初年次教育を来年度から始めま

す｡大学教育の転換をはかると

いう点でも大変重要な課題をも

つものと思っています｡実はこ

の前イギリスにESDに関する

視察に行ってきて､随分日本と

違うなという点がありました｡

イギリスでESD､サステナビリティーに関して教育関係者にアンケート

をとった結果を知りました｡その中で一番点数が悪いのは実は大学の先生だっ

たのです｡むしろ積極的なのは小学生なのです｡このアンケートを実施した

フォーラム ･フォー ･ザ ･7-チャーという組織に行って少し話を聞いてい

たら､小学校の先生を対象にESDプログラムつくって､塾をやったり､通

信教育をやっているのはWWFだと言うのです｡私はWWFというのはパン

ダのことだろうというふうに思っていましたから､パンダのことをやってい

る組織が何でESD教育にかかわるのか当初はよくわかりませんでした｡し

かし､教育全体を変えねば､解決の路はないところまできている｡つまりも

う社会全体を変えていくという､そういう認識をイギリスは持っているので

す｡そうしなければ生きていけない､我々人類は生きていけないという危機

感があるのだろうと思うのです｡

今佐藤先生が画面の中で､いわば関連性をご指摘されました｡岩手には繁

という温泉がありますけれども､まさに ｢つなぐ｣ということは大変重要だ

と思います｡

もう少しイギリスはおもしろいなと思ったのは､政府がかなり積極的にそ

ういったものをつないでいくものとして機能している｡あるいは先ほど資格

という問題が出てまいりましたけれども､幾つかのサステナビリティに関す

る講座を受けたり､あるいはそういった授業をとり､特定の資格を有した連

中が政府の機関に必ず入っている｡企業にも必ず入っている｡企業はこのよ
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うなマインドと資格を有した人を雇用しなくてはならない｡行動できる社会

に向かって動きが具体化しているのです｡サステイナビリティのマインドを

持つ､あるいはサステイナビリティを実現する技術を得るために自分のキャ

リアアップをはかるために講座を受けて､あるいは資格をとって､企業の中

で新しい仕事をやる､政府の中で新しい仕事をやる機会も用意されている｡

私たちが社会全体を変えていくうえで ｢つながり｣は重要だと思うのです｡

先ほど言った転換教育が必要で､かつ活きてくるわけですが､大学自身も変

えなければあるいは､変わらなければならないけれども､同時に社会そのも

のが転換しなければ人間は生きていけないという状況に今確実に来ているの

だと思っています｡

これは､知財ともかかわる話ですけれども､佐川急便がC0 2を出さないた

めにWWFと協定を結ぶということをやっています｡これもまた新しい知財
のあり方なのだろうと思うのです｡ESDの方向を企業の中に入れていかね

ばならないし､これらの企業から我々が学ばねばならないことも多いと思い

ます｡もう少し企業､地域という面に目を向けねばなりません｡地域はかな

り出てくるけれども､企業､地域をサステイナブルな方向に変えていく､そ

のためのマインドと技術を有した人材を育てるというところがまだ不充分だ

と思います｡｢変える｣ということをキーワードにすると､今佐藤先生はも

う少しきっちり考えなければいけないと言われたわけですが､待ってくれな

い状況が近づいていることを共通の認識とすれば､ESDのプログラムは､

危機感をばねに実践することが必要だと思っています｡

グローカルな取り組み

玉 ありがとうございました｡

予定の時間が近づいてまいりましたのですが､北川さんに少し全体を聞い

た感想をちょっと述べていただいて､それから梶原先生も､一言と思ってい

ますが｡

北川 ありがとうございます｡とてもいろいろな意見が出て､こういう意

見交換をするのがまさにESDの醍醐味なのかなというところがあります｡

私がもともと研究していたテーマは大学と地域開発についてです｡それこそ

どちらかというとイノベーションですとか､経済開発とか､そういったこと
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セッション1 教養教育の課題とESD

に興味がありました｡ESDは経済開発という観点に対するアンチテーゼの

部分もあると思いますが､でもだからといって必ずしもESDを考えること

が地域経済の振興と必ずしも対立するものでもないと思うのです｡本日のプ

ログラム､ESDと知財をつなげる､という視点は両者の融合という意味で

たいへん興味深いものでした｡

もう一つは､最近いろいろな大学の国際化のプログラムですとか､プロジェ

クトにかかわる機会があります｡その中でおもしろいなと思うのは､鳥取大

学の国際化のプログラムです｡鳥取では砂漠の研究がすごく進んでいます｡

そういった自分たちの地域の環境を含めてさまざまな生態系のことを研究し

ている鳥取大学の研究者 ･教員が海外の大学と組んで､鳥取大学の学生のた

めの国際教育プログラムも展開しているそうです｡研究として最先端であり､

国際的なレベルであると同時に､地元ともつながっていて､さまざまな国際

ネットワークをつくって海外の大学と一緒に教育と研究をやっていこうとし

ているようです｡そういう意味ではさっき ｢グローカル｣という言葉をどな

たかおっしゃっていましたが､地域化と国際化というものが同時進行してい

るといえます｡これはESDにもあてはまることですが､大学の地域が持っ

ているポテンシャルをもっと外の世界とつなげていくという作業が次のステッ

プなのかなと思います｡留学生をESDのプログラムに取り込んでいくとい

うのも､これから重要になるかと思います｡

最後に､岩手大学のお話を聞いていて､いつも宮沢賢治の象徴的な部分が

非常に印象的で一番の特色になっていると思うのですけれども､そういった

地域のもつもの､日本文学であったり､地域の考え方とか思想というのを外

にどういうふうにアピールしていこうとしていらっしゃるのか､今後の課題

として興味深いと思います｡本日はどうもありがとうございました｡

大学教育を変える

玉 ありがとうございます｡梶原さん､それでは全体の感想的なことを含

めて｡

梶原 学生たちは大学を出ると社会人になりますよね｡そこで人の話を開

いて勉強しているだけでは全然話にならないということですよね｡いきなり

動くことを求められても動けないので､会社に行った学生たちは研修をとに
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かく受けます｡大学で学んできたはずなのに研修を受けます｡教育学部でい

うと､先生になると1年目はものすごい時間をかけて研修を受けます｡大学

教育は､社会にとって役に立っていないということですよね｡それだけの問

題意識を僕らは持っていなければいけないのかなと思います｡

それから､僕自身が常々感じているのは､やっぱり大学に課せられている

枠ですね､授業時間の枠､先ほど比屋根先生がおっしゃいましたけれども､

枠を外さないとやっぱり大学教育は変えられないなと思います｡それから､

高校までの教育は大学の入試､入試やあり方を変えないと変わらないので､

そこをどれだけ外すことができるのかを政府との間でやりとりするというの

も高等教育機関の一つの使命だろうというふうに思っています｡そんなちょっ

と強気なことを言って終わらせていただきます｡

コミュニケーションの重要性

玉 あと南先生､あるいは小林さん､家井さん､ぜひともというのがあれ

ば｡

南 最後に､佐藤先生のご発言もありましたけれども､政治的というか､

いわゆる色がつくかつかないか､そこはおそらくこのプロジェクトが大学と

して成り立つかどうかの非常に大きな論点だと思っています｡それに対して

積極的にやっていくのがいいという人と引いていく人とがいるわけですけれ

ども､おそらくそこのところを整理していかないと､積極的な人たちだけの

いわゆるNGOと変わらないとか､あるいはサークル活動と変わらないとい

うようなことにもなりかねないと思います｡大学としての取り組みとしてやっ

ていくということに対する論拠というのはしっかりとつけなければいけない

と思います｡私なりに感じていることは､最初に申し上げましたけれども､

色でというよりも､いわゆるコミュニケーション､地域とのコミュニケーショ

ンであり､学生がそのコミュニケーションを通しながら主体的に学んでいく､

そのプロセスなのだと思います､ESDっていうのは｡ですから､環境の問

題も扱わなければいけないのですけれども､当然経済開発の問題も扱わなけ

ればいけないし､その地域が成り立つということ､あらゆることに対してコ

ミュニケーションをとっていくということなのだと思うのです｡そうすれば

皆さんおそらくだれ一人問題なくご参加できて､そういう中にちょっとした
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セッション1 教養教育の課題とESD

何らかの個性が出てさてもいいと思うのです｡基本的な認識として､このプ

ロジェクトを大学として進める論拠はやはり要ると思います｡

大学の役割

玉 では､小林さん｡

小林 先はどラジカルでありたいと言ったのですけれども､一つ､我々の

取り組みが資格を出すという点で､いわゆる民間の環境教育の資格と何が違

うのかという議論をよくしています｡私は､先ほどの佐藤先生の質問にも

ちょっと答えるとしたら､大学でこのような取り組みを実施することの意義

は､一つは物事を科学的にかつ論理的に解釈して､それを他人に説明できる

能力という部分は絶対､大学として実行するからには外せないかなという感

じがするのです｡さらに､学んだことを伝えたり､世の中に浸透させたりす

るための推進力としては､ある程度気持ちといいますか､姿勢というものが

当然必要になってくると思います｡そういう感じがします｡ドイツの例では､

もしかしたら比屋根先生の方が専門的な情報をお持ちだと思うのですけれど

も､最近のBLKプログラムとかトランスファー21という国家的な施策で､

初等､中等教育の段階からシステマティックに環境教育を取り入れています｡

ドイツでは､我々の目から見るとよく通るなという環境関連の法律がどんど

ん通っていくのです｡これは､やはり初等､中等教育の段階における環境教

育の成果として､多少は自分たちの暮らしには厳しくても必要な環境政策は

通すべきだという姿勢を育む仕組みがあるということを教わって聞いていま

す｡このようなことも私はイメージして取り組みを展開しています｡

玉 それでは､南先生､それから小林先生にいろんな形でまとめ的なご発

言いただきました｡また議論の中で知財の話も出てきましたので､知財のセッ

ションの中でもまた関連する話が出て参りますので､最初のセッションは以

上をもちまして終了させていただきたいと思います｡非常に長い時間になり

ました｡大変ご協力いただきましてありがとうございました｡それでは､10

分の休憩とします｡
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セッション2 知的財産教育の現代的課題

玉 知財教育の現代的課題というセッションを開会させていただきたいと

思います｡

パネリストがかわりました｡このセノションでは､岩手大学の知朋教育､

GPの実行委員長として､企画から実行のところまで茄任負っていただいて

いる佐藤祐介教授､それから特

定の学部ではなくて大学全体の

全学的な知財教育の取り組み点

で岩手大学と共通しています三

重大学から松岡守先生｡それか

ら､今年度の企画でアメリカの

スタンフォード大学に調査に行っ

ていただいたEEl中隆充先生にご

参加いただいております｡それ

から､コメンテーターには､丸岡弁理士事務所の丸岡弁理士さんに加わって

いただいております｡こういう顔ぶれでセッション2を進めさせていただき

たいと思います｡

私の方で冒頭にこなれない話でしたけれども､環境教育､あるいは教養教

育､あるいはESDと共通の問題意識をもちながら知財教育は取り組んでい

ることをご紹介しましたが､このセッションでは､それにとらわれずに活発

に意見を交わしたいと思っておりますO

それでは､まず今回のパネリストとコメンテーターの方に､自己紹介告兼

ねて一言お話しいただきたいと思います｡今回は､今なぜ知財教育が必要な

のか､あるいは現代的課題というタイトルに対して知財教育をどのように今

取り組もうとしているのか､佐藤先生からまずお話しいただきたいと思いま

す｡

学生運動と批判精神

佐藤 佐藤です｡岩手大学の地域連携推進センターというところに所属し
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七ッ/ヨン2 知的財産数苛の現代的誹過

ております｡これは､岩手大学の地域貢献の給合的な窓口ですね､そういう

役割を果たす接関なのですけれども､そういうところに所属しております｡

専門は､知的財産法,特に特許法です｡それで､今の所属の本来の仕事から

いうと､これはちょっと私自身もはっきりしない面もあるのですけれども､

知的朗産を移転したりとか､学内の知的財産を保護したり､地域の企業だと

か､あるいは地域でも広く､El本全国あるいは世界に向けてそれを移転した

りとか､そういった業務をやるというふうなことと,学内の知的財産に関す

る教育もやれということで､ちょっとあいまいではっきりはしないのですけ

れども,そういうことを形式的

にはさせられているわけです｡
今回昨年度からなのですけれど

も､知的財産教育が現代GPと
いうことで採択されております｡

それで､学内にはほかに専門家

がいないということで､私がこ

れに手持われということでやらさ

せてもらっているわけですO

r21t相好市軌 育成のための扱者プE]gラム

､ 'I R ~

私は大学は理科系の大学を出まして､先ほどもちょっと言いましたけれど

も､そのころはまだ学生運動華やかなりし頃で､なかなか企業にすんなりと

就職するというのが人気ではなかったので､そうこうしているうちには弁理

士というのを知って､こういうものもいいかなということで､たまたまこう

いう職業についたということですo長い間その実務をやっていたのですけれ

とも､自分のやっていることの普味合いとかということを知りたい､意範づ

け､そういうことの疑問とまでは言わないにしても､知りたいということか

ら､大学に戻って法学部ですけれども､大学院から入り直して勉強をして､

今こういう形になっているということです｡もともと大学にいたころは､大

学解体だとか騒いだ方のロだったので､今こういうふうに大学に職を得るな

んてことはその当時からすると全く夢のような話だったので戸愁いもないわ

けではないのです｡

個人的には先ほど言ったように大学の先生になろうと思ってなったわけで

はありません｡草間をすることについては個人的な興味から全部始まったわ
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けです｡すべてのものを疑えというところから入っておりまして､批判精神

とか批評精神ばかり旺盛で､どちらかというとぶちこわせというふうな感じ

になっていく傾向にはあるわけです｡ところが､こういう実際大学に入って､

実際の教育というものに携わってみると､これは実践的な問題で必ずしも理

論的な悶題ではないというふうなことも､当然と言えば当然なのですけれど

も､よくわかることになります｡

批判的ということであると批判していればいいだけなので､どちらかとい

うと具体的な方向性って出てこないわけです｡どっちかというといろんなと

ころで､あれも考える､これも考えると立ちすくんでしまう.そういう状態

でとどまっているのが私の基本的な性質だと思っています｡ですから､先ほ

ど来愛媛大学の小林先生の方から､今の学生は社会性に欠けているだとか､

基本的な基礎的な能力に欠けているとか言われているのですけれども､言わ

れてみると私自身当てはまることだなというふうなことも思っておりますo

逆に言うと､そういう私のような者がこういう実践的な教育に携わるという

ことによって､ある意味で小林先生等から教育されている､いい教育しても

らっている学生と同じように自然に自分自身少しは勉強して成長しているの

かなというような感じも持っておりますO

それで､先ほど政治的な活動ではないかということもちょっと指摘いたし

ましたけれども､私の基本的な姿勢からいくとすべて疑えということですか

ら､特に大きい物語は疑わなければならない｡特にBl連だとか言い始めると

まず疑わなければいけないというふうに思ってしまうわけです｡ブレアの話

もちょっと出ましたけれども､ブレアの思想的プレーンであるギデンズも言っ

ておりましたけれども､大きい物語は疑ってかかれということもあるわけで

すね｡ですから､そのあたりがちょっと気になっているというところです｡

貧困問題と知財の活用

知的財産に関して数えているわけですけれども､基本的には環境問題もそ

うだと思うのですけれども､貧困がほとんどの問題の原因だというふうに僕

は考えます｡それで､貧困を解消して先進国並みの､おくれた地域の人たち

も先進国並みの生活を送れるようになればほとんどの問題は解決するのでは

ないかと思うわけですよね｡そのための手段ですね､それをどうするかとい
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セッション2 知的財産教育の現代的課題

うと､これはまた非常に難しい問題もあるのですけれども､一つ大きい物語

はどうも疑わしいということもありますし､また考えづらいわけですね｡何

がいいのだとなかなか考えづらいわけなので､とりあえずできるところから

始めていこう｡そう考えると､プラグマティックといいますか､インストル

メンタリズムといいますか､そういった点で､とりあえず道具的に､あるい

は手段的にとり得るもの､そういう能力というものを身につけていった方が

いいのではないかなというふうに感じるわけですoそれで､その一つの手段

として知的財産に関する能力があるのではないかなと思っております｡

知的財産がではなぜかというと､産業構造も大きく変わっているわけです｡

価値あるモノの種類が変化してきています｡物というと動産､不動産という

ような従来の民法上の物を思い浮かべるわけですけれど､それら民法上の物

に限らないモノが価値として非常に高くなってきているわけです｡例えばア

メ1)カでは映画産業が非常に大きい輸出産業として成長しているわけですO

日本でもアニメだとかゲームだとかそういったものが注目されているわけで

すね｡そういうものをどんどん輸出する､あるいはそれで稼ぐというような

ことを考えなければいけないわけです｡そうなると貧困も解消できる｡世界

の遠い国の貧困ということも十分ありますけれども､岩手県､貧困県の一つ

だというふうに言われておりますけれども､そういうふうなところでもやり

やすくなるし､知的財産に関する産業化､ビジネス化というのはやりやすい

のではないかというふうに思うわけです｡

知的財産というのは､有体物であるものとは違うわけですから､違うとい

うことはどういうことかというと情報なわけですよね｡基本的には頭の中で

考える.もちろん頭の中で考えることについては､いろんな設帝も必要でしょ

うし､教育だとか経験だとか､そういったものも必要だからそう簡単ではな

いけれども､物の産業に比べると比較的簡単だということは言えると思いま

す｡ですから､そういう意味で地域において産業を興して貧困を解決すると

いうことがまずとりあえず考えられることで､一番手っ取り早くて効果的な

のではないかと､そういう想いでやっております｡ですから､比軟的私の場

合には政治的なものでなくて､具体的な手段としてやっているわけですけれ

ども､ただ先ほど釆言っているように､教育的な経験というのは余りないも

のですから､実際どうやって教育していけばいいのかということについては､
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まだ試行錯誤の段階にあるということが言えます｡こういうふうな感じで､

ほかの大学等での経験等を開ければ非常にありがたいことだと思っておりま

す｡

特許と報奨金

玉 では､松岡先生､よろしくお願いします｡

松岡 等 三重大学の桧岡と申します｡きょうはお声をかけていただきま

してどうもありがとうございました｡勉強しに参りました｡

私は､三重大学の教育学部の技術､中学校の技術家庭の技術ですね､の教

員を養成するところ､技術教育講座に勤めております｡私自身は､教育学部

の出身ではなくて､工学部の電気の出身でありまして､一旦大学を離れまし

て､公的なものですけれども､研究所にしばらく勤めておりました｡その中

で､特許を幾つか書きました｡それは､一般企業と同じなのですけれども､

年度末が近づいてくると研究室の業績になるものですから､この1年間やっ

たもの何でもいいからとにかく1人1個以上書けと言うわけです｡それで､

ううんと考えて､もちろんいい発明ができたこともそれはありますけれども､

何かこれなら無理やりなるかなとかいうやつを無理やり書いてやると､一応

それで業績としてカウントされるわけです｡それから､青色発光ダイオード

というのが問題になったのは一般の方もご存じだと思いますけれども､報奨

金がもらえるのです｡安いものですけれども､当時特許を申請すると申請し

た段階で五､六千円だったと思います｡その後登録されると一万二千円かそ

のくらいだと思いますけれども､それで研究所勤めだと大体二､三人で共同

発明したということで申請するので､申請して忘れたころに報奨金をもらえ

ると｡2年ぐらいたって完全に忘れたころに登録したよとお金をもらえて､

それは給料袋とは別にもらえますのでうれしいわけなのです｡飲み代に消え

てしまうわけなのですけれども｡そういうことをやっていました｡最近は大

学でも､岩手大学もそうなのですかね､特許申請すると報奨金もらえますか｡

まだなのですか｡三重大はもらえるようになりました｡

佐藤 岩手大では､登録の後､実際に収入があったときです｡

松岡 それはちょっと変えた方がいいと思います｡先生の元気をふやすた

めに､多少損になってもみんなちょっと元気出して､飲み代ぐらい出すよと
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七 ノション2 知的財産教育の三郎七的課覗

かという､そういうシステムにされるといいのではないかなと､余計な話し

ましたけれども｡

特許申請の楽しさ

ちょっとお尋ねしたいのですけjtとも､この中で特許ないし実用新案を1

個以上お持ちの方手を挙げていただけますか｡数名ですかね｡では､せっか

く知財教育を語るのですから､ここにいらっしゃる方は1年以内に1個発明

をして申請をしていただけたら

いかがでしょうかねOというと､

笑い声が出ましたけれども､同

じようなことを三重大学の発明

学入門という共通教育の授業を

やっていまして､そこでもう壊

初に､君たちはこの半年間で特

許について学ぶんだけれども､

何でもいいからとにかく発明を

しなさいと､おしまいのころにそのレポートとして特許の申請書の形で出し

てもらうと｡それを出さない限りあなたの単位はないよと言うわけです｡そ

うすると､みんな､ええっと言うわけです｡レポートをむかせても､特許に

ついていいことはわかったけれども､私には発明できないというようなこと

を書いてきます｡ですけれども､いろいろどうやって発想するかとかやるわ

けなのですが､撮終的には何とか仕上げて､IE-&後には ｢結榊､僕ちゃん天才｣

とか､おもしろそうなことを空iいてくるのですOそのために､1年生だから

専門的な知軌はまだないので､身の回りの中で柄単な発明をしようとO本当

の特許にはならないかもしれないけれども､とにかく自分で考えた形にする

ということを大事にして､カッターナイフのぱちんぱちんと祈れるやっとか､

あんなやつ身の回りにありますよね｡そういうやつでわかりやすい発明を示

そうと思って､家族で何か学生に見せてよくわかるような,なるほどという

ような発明ないかねというような談論をするわけです｡これ結構知的な遊び

で､なかなか思いつかなくて一生懸命考える｡かみさんと子供とですね｡結

構かみさんというのは､生活でいろいろやっているからそういうときに困っ
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ていることってあるので､それでぽこっと出たりして､それいいねというよ

うな感じで｡その上で､本当にこれはひょっとするともうかるかもしれない

ねというやつは自前で特許を申請するのです｡その場合には2万円ぐらいか

かるので相当悩むわけです｡元取れるかなと｡取れたためしはないのだけれ

ども､取れる可能性が多少ともあるかなというやつは自分のお金を払って出

すわけです｡そういうことをやると非常に楽しいですね｡そういうふうなと

ころがあるのかなと思います｡

私は､中学校の技術の教員を養成していますO中学校の技術ですと､最近

は変わってきましたけれども､ホームページをつくりましょうとか中学校の

技術でやろうとすると､大概生徒はドラえもんの絵とかそういうのを入れま

すよね｡それを授業の中で使っている分にはいいけれども､インターネット

で公開したら著作権法違反になりますよと｡

それから､この後出てきますけれども､中学生ロボットコンテスト､高専

ロボコンみたいなことで中学校でもやっていますけれども､そこの中でやる

とやっぱり班ごとに全然違うロボットつくるのだけれども､隣の珪見に行っ

て､偵察しに行ってアイデア盗むようなことが出てきて､そうするとそうい

うのはちょっとまずいよねというふうなことになって､技術の中では結構知

財教育というのは普通に必要かなという感じですね｡

それから､大学の方では､先ほど言いましたように､三重県というのはピ

うも地域的に人もですけれども､何かおっとりした感じで､自分が発明して

どうのこうのという雰囲気ではなかったのですけれども､先ほど言いました

ようにちょっと学生の元気をつくるようなきっかけになるような知財教育で

すね､そんなような感じがしまして､岩手大学さんと同じように全学的な､

全学の学生に向けての知財教育を進めているところです｡よろしくお願いし

ます｡

イワナ釣りと創造性

玉 ありがとうございました｡それでは､田中先生｡

田中 隆充 教育学部の田中でございます｡まず､初めに簡単な自己紹介

をいたします｡東京の環七沿いに長いこと住んでいました｡岩手に来てみる

と信じられないほど自然が豊富にあり驚嘆しました｡どれくらいの自然かと
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セッション2 知的肘鮭教育の別代的課題

言うと､大学から車で20分程度

の所に岩魚 (イワナ)釣りがで

きるポイントが幾つもあるわけ

です｡そこで､2年前からイワ

ナ釣りを始めたのです.今は一

週間に数回釣りをしていますが､

初年度は､全く釣れませんでし

た｡｢関東では考えられないほ

ど魚影が濃いのに､なぜ釣れな

いのだろう?｣と､試行錯誤しているうちに､1年目は1匹もイワナが釣れ

ませんでしたO昨年は仕方なく､釣り庶政十年の種倉先生にご指導をお願い

し､一緒に同行させていただきました｡種倉先生に数えてもらったことは､

沢に近づく時から釣りが始まっているのだということですo忍者のように沢

に近づかないとイワナが逃げてしまう｡イワナは､川下から川上に向かって

休いでいますので､川上から歩いていくとイワナに自分の姿や影を見られて

釣れません｡私はそのセオリーを破っていました｡実際に､種倉先生のご指

導通りに忍者のように沢に近づき､静かに竿を差し出すと釣れるのです｡こ

の感触が病み付きになる訳です｡昨年は随分釣果が上がりまして､非常に満

足のいくシ-ズンでした｡釣れ慣れてきますと､より大きいイワナを釣りた

いと欲が出てきます｡いろいろと､私なりに勉強してイワナが気になる目線

や､色等を考えます｡上州屋という釣り具匿がありますが､売っているジャ

ケットはアユ用が多く､蛍光オレンジや彩度の高い紫色といった派手な色が

多いのです｡それは､絶対に源流域でのイワナ釣りではタフし な配色です｡

軍隊的､いわゆるステルス敢闘稜のように自然に溶け込む色､つまりイワナ

のセンサ-にあたらない77ノションがデザインでの要求概念の一つです.

しかし､そのままではデザイン的な77/ション性がありません｡そこで､

イワナの立場で人rElqを祝祭しますと､イワナのEl線に入るのは服の前面だけ

なのです｡服の後の部分は別に何色でもいいわけです｡私はデザインが専門

ですので､デザイン機能について考えてみますO衣服の前面は自然に溶け込

むデザインで釣るための機能に有し､後は77ノション性のあるデザインに

してはどうかと創造します.別の観点で創造してみますOイワナは非蔦に人
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気のない沢､非常に自然が険しい上流にいますので､釣り竿をむやみに持ち

上げると必ず木の枝にひっかかり竿を何本も祈ってしまいます｡また､夏場

ですと､その木の枝に必ずといってよいほどクモの巣が張られています｡そ

のクモの巣を竿の先端で払わなければ釣り糸を沢に落とせません｡竿先は粘

着力の強いクモの糸が釣り糸に絡まり､仕掛けを作り直す時さえありますo

このような問題を解決するために､最初にクモの巣取り用の用具が釣り竿の

先端にあり､その用具でクモの巣を払ってから沢に落とし込めないものかと-､

創造に欲が出てきますOこのように､問題を解決するための欲求そのものが､

創造であって､開発要素ではないか?と釣りを通して考えていますo私の専

門であるデザインは問題提起とその解決を創造することです｡東京でデザイ

ナーとして仕事をしていた時も､日常生活や趣味などの観察を通して問題解

決を仕事で生かしていました｡大学に赴任して､創造がいかに重要な要素か

という事を教育の中で2年､3年と指導していくうちに痛感しています｡ま

た､美術系やデザイン系の大学で行っている同じ教育方法を行っても岩手大

学の利点はだせないと感じ始めました｡岩手には岩手の地域に根差した抜群

の環境がありますので､岩手にしかできない教育をしていこうと最近は考え

直し､昨年は随分と学生を自然の現場に連れていくことにしたのです｡そう

しますと､学生は勝手に自然物で気ままに道具を創造したりします｡これが

何よりの勉強ですし､創造の原点と考えます｡これらは､都会の大学では出

来ない勉強です｡今年2､3泊した集中的なゼミ方式で本格的に道具づくり

まで行い､体験的な教育と知的財産の可能性を探ってみたいと思いますo

話はかわりますが､後ほど､いろいろとスライドを見せながら少し討議し

たいのですが､"貧困"の問題が気になります.出張でスタンフォード大学

に行き､そこで授業での課題を開いてきました｡本日はその議論もできたら

と思いますので､よろしくお願いします｡

大学教育との関わり

玉 ありがとうございました｡それでは､丸岡先生｡

丸岡 裕作 弁理士の丸岡と申します｡私は､盛岡の生まれで､大学から

東京に行きまして､20年東京におり､昭和63年にUターンしてきました｡そ

れで､この建物の盛岡駅を挟んだ反対側に丸岡特許事務所を開設いたしまし
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七 ノション2 加的M産致背の現代的隈娼

たO開業の翌年がちょうど平成ですから平成とともに歩んでいまして､今年

が開業19年目ということであります｡その間に県内企業さんの案件であると

か､県の研究機関の案件であるとか､それから岩手大学さんの案件などいろ

いろ取り扱わさせていただいております｡

松岡先生のように個人で特許出願をなされてしまいますと私の仕事は上がっ

たりになるのですが､私は開発した研究成果などについて発明者にかわって

代理して､対特許庁と特許出願などの手続をとるという仕事を主にやってい

るわけです｡いわば知財ということでは､最先端とは言いませんが､最前線

でやっていることになります｡今日､ここへ来る前には､特許庁から電話が

あって､手続についてとうしよう,こうしようというやり取りがあって､ば

たばたした事情があったわけですけれども､そういう対特許庁との間でいろ

いろ手続等を進めるという仕事でございますO

それから､民間企業さんと一般の方を対象としたセミナーであるとか､講

演会というのが年に5回､6回あります｡数年前から岩手大学さんの方と関

わりがございまして､当初は大草の先生方から出てきた案件について出磨を

とうしようかというようなことについての相談がほとんどだったのですけれ

ども､3年ぐらい前から授業もやってくださいということで､授業も受け持

ち始めました｡去年からはこの現代GPの関係で､知財が共通科目になって､

それでまた授業の数がふえたということでありますC

このように学生さんの授菜を受け持つようになってからですが､一般企業

さんに数えるということと､学生さんに数えるということは､同じでよいの

か､それとも､違うのかということを,考えるようになっています｡また後

で考えている点等については述

ベさせていただきたいと巴いま

す｡

今日は､先ほど､ESDに関

するお話を聞きまして､このよ

うな分野もあるのかと僕はびっ

くりしておりますし､このフォー

ラムのお話をいただいたときに

ESDって何だと､慌ててイン ヒ ｣土
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タ-ネットでその中身を調べたりしました｡私は教育ということについては

門外漢であります｡皆さんのように教育の専門の方々を前において教育とい

うことについてしゃべるということが非常に恐ろしいように感じていますけ

れども､今までの経験からいろいろ感じていることは述べてみたいと思って

おります｡

今なぜ知財か?

なぜ､今知財かということでありますが､皆さんには釈迦に説法かもしれ

ませんけれども､その背景みたいなのをちょっと話してみますと､平成14年

に小泉首相が施政方針演説で日本を知財立国にするんだということを言って､

それで平成15年に､知的財産基本法という法律ができましたDそして､小泉

首相を筆頭とする知的財産戦略本部というものを立ち上げています｡それで､

毎年毎年知的財産の戦略､施策を施して､そして日本をとにかく知的財産立

EElにするんだということで､いろいろ法改正等をやっているわけです.

これは､日本のプロパテントといいますか､アメリカではレーガン政権の

ときですか､ちょっと前にやっているのですけれども､そういう政策のもと

に大学の知財教育も充実させようということであって､現代GPによる文科

省の関係でも施策を施して進めています｡

それで､何やそんなことになるのか僕もちょっとわからないところがあっ

た｡というのは､平成15年当時は日本の特許出願件数というのは年間40万件

もあるのです｡今もそうですけれども｡これは､世界で一番です｡アメリカ

の1.5倍ぐらいあるわけです｡ですから､すでに知的財産立国なのです｡ど

と思っていたのですoだけれども､それにもかかわらず知的財産立臥 こしょ

うということで施策を施すというのは､何かあるのだなというふうに思うの

です｡

私､去年の11月の末に県の異業種交流会の関係でベトナムの視察旅行があっ

てベトナムに行ったのですけれども､そこでいろんな企業さん､日本から行っ

ている企業さんを見てきました｡キヤノンとかでかい工場も行ってやってい

るわけで､どんどん今日本の企業が出ているわけです｡そうすると､おそら

く日本人が考えた知財というものの流出速度というのが相当速くなっている

のではないかというふうに思いますoそこに何か危枝盛があって､それで知
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セ ッション2 知的財産教育の現代的課題

財､知財ということになっているのではないかなと､このような今の日本の

世界に出ていく状況がそうさせているのではないかなというふうに思ってお

ります｡そして､知的財産基本法という中にも言われていますけれども､知

財､この定義については佐藤先生も言われましたし､後でもちょっとお話し

したいと思いますが､人間の創造的活動により生み出されるものという意味

ですが､この知財の創造､保護､それから活用というものをサイクルで回し

て､スパイラルと言う人もいる｡どんどん､スパイラルで回転させて､そし

てどんどん新しいものを生み出して､そして日本を知的財産立国にしていこ

うということなわけです｡そういう背景があって法律もできて､そして実行

されているわけです｡そして､現在､岩手大学等においても教育という中で

考えていかなければいけないという状況にあるというふうに私は考えており

ます｡

三重大学の紹介

玉 ありがとうございました｡

佐藤先生から始まって､非常に多様な形で田中先生のお話も非常に興味深

く伺いました｡後ほどいろんな形で意見交換したいと思いますが､まずは取

り組みをご紹介いただくことにして､まず三重大学の取り組みを松岡先生か

ら最初にご紹介いただこうと思いますoよろしくお願いいたします｡

松岡 失礼します｡まずはコマーシャルです｡三重大学シーサイドキャン

パスということで､三重大学は5学部からなっておりまして､全部一つのキャ

ンパスになっております｡工学部､人文学部､医学部､生物資源学部､教育

学部ということで､三重大学シーサイドキャンパスのブランドということで､

生協にはこういうふうな名前の入ったものが売っております｡海が近くて､

先ほど渓流釣りがありましたけれども､こちらは昼休みに海釣りもできます｡

カレイとか釣って食べています｡

これは､この間3月7日に四日市市民大学という一般の方向けの講座です

ね､それがありまして､三重大学としては21世紀ゼミナールというシリーズ

ものの講義を提供していまして､それの最終回に私が知財関係のことをしゃ

べりまして､これをちょっと手直ししようかなと思ったら､きょうの話がま

た21世紀型市民ということで､似てるなと思ったのでわざとちょっと残して
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みました｡こんなようなことで､三重県内の一般の方にも知的財産の関係の

お話をしたりしております｡

これもちょっと余計なの入れてしまいましたけれども､三重大学は非常に

自転車が多い学校でありまして､中国から来た人が三重大学は北京みたいだ

とおっしゃいますけれども､本当に自転車が多いのですOどうしてかという

と､駅からちょっと違いのです｡なので､下宿も通いも､それから一つのキャ

ンパスなので事務の人も届けるのに必要ということで､学務用自転車とかそ

ういうの､みんな自転車に乗っています｡多いんですね｡ただこれは比故的

整理されたものを並べているだけなのですけれども､本当はもうあふれかえっ

て大変なことになっているのですけれども､これは言い方を変えればエコキャ

ンパスですね､という言い方になりますので､物は言いよう､それから今後

中身が伴えばブランドになるわけです｡

小 ･中学校での知財教育

本題に入ります｡三重大学､平成16年度にGPいただきましたけれども､

その前に特許庁から知財教育関係､主に小学校､中学校向けに知財教育をやっ

てくれというようなお話をいただきました｡それは､どうしてうちに来たか

というと､教育学部で幾つか特許を持っている教員というのは余りいないら

しくて､間接的ですけれども､ちょっと調べられたらしくて､三重大学の松

岡というのは幾つか特許を持っているから､そういうことできるのではない

かということでお話をいただいたのが平成12年度になります｡そのときはさ

すがに､さすがというか､特許のことはわかるけれども､知財教育と吾われ

ても､何それという｡私自身もそうだったのですけれども､何かできそうだ

なというふうに香りがしましたので､ではやってみましょうというふうなこ

とだったのです｡13年度は予備調査をやりまして､その後14年2月に先ほど

お話ありましたけれども､小泉首相の施政演説があって､知的財産創造立国

ですか､その方向に時流に乗ったというような感じがいたします｡

ここでやったことは､小学校､中学校を中心に､何か著作権とか特許とか

そういうことにかかわるようなことを授業の中に少しでいいから取り込んで

みてもらえませんかというようなことで学校の先生方にお願いしたのです｡

先生方も何をやったらいいのやらというのが最初だったのですけれども､最
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セッション2 知的財産致青の現代的課題

終的にはここにありますような件数ですね､いろんな取り組みをしていただ

きました｡幼稚園とかそういうのはさすがに特許とかそんなことわかるわけ

ありませんので､遊びの中でおもしろい工夫をしたらそれを褒めてあげると

か､そういうふうな実践であります｡

これは､例でありまして､小学校の体育の中で､室内ホッケーであります

けれども､三重県はほとんど雪降りませんので-きょうは何か岩手､雪がちょっ

とちらつきましたですね一降りませんので､アイスホッケーはできないのだ

けれども､子供たちにアイスホッケーをさせてあげたいということで､子供

たちに自分たちで工夫してアイスホッケーつぼいゲームをつくりなさいとい

うふうな取り組みです｡自分たちでスティックとかつくって靴下ホッケーを

やったということで､靴下の右と左､滑りの違うものを履いたりして子供た

ちなりの工夫をして､それを褒めたたえたと､そういうふうな実践です｡

これは､私が出前授業をやっているうちのちょっと1枚だけ持ってきたの

ですけれども､電池というのは普通にいうと1,800年､ポルタの電池が出た

のが最初ということなのですけれども､世界最古と言われているのはバグダッ

ド電池です｡西暦ゼロ年ごろです｡メッキに使ったらしいのですけれども､

そういうやつをクイズ形式で出して､この表を見せて､ここに日本人の名前

が出ております｡これは読み方がきちんと残っていないそうですけれども､

NHKでも特集をやっていましたけれども､仮にオクイセンゾウさんと読む
としまして､この方が日本最初の乾電池を発明したと言われているのですけ

れども､世界的に見てもこの人は多分最初です｡普通の液体状の電池は､ポ

ルタの電池とか有名ですけれども､そうではなくて､ひっくり返してもこぼ

れないようなタイプ､乾いた電池､乾電池というのは､多分日本人が最初に

発明した｡だけれども､この方は特許をとらなかった｡アメリカの企業にと

られてしまって､それで事業としては成功しなかったよということで､これ

は小学校6年生向けの備長炭電池という､そういうものをつくる理科の出前

授業なのですけれども､そこの中にちょこっと知財教育を盛り込むと､こん

なようなこともやっています｡

これは､中学校の英語の中で､｢アリー ･マイ･ラブ｣､私見たことないの

ですけれども､シリーズもののドラマなのですけれども､そこの中で特許紛

争を話題にした回があったそうで､これ何かというと､この女性は包帯を巻
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いているのではなくて､フェイスプラですね｡顔のブラジャーですね｡年齢

とともに顔がたるんでくるのですけれども､それをこういうふうにはめてお

くと矯正ができると､そういうことらしいのですけれども､これが何かだれ

かが盗んで､それで裁判ざたになって､私のアイデアを盗んだという法廷で

叫ぶシーンなのですけれども､そこをヒアリングして､シー･ストール･マ

イ･アイデア､このヒアリングして､そこでヒアリングと､それから少し特

許関係のうんちくを英語の先生がしていただくと､こういうような形で､特

許というものを取り扱うのは学習指導要領上､義務教育上は今のところはな

い｡工業高校はありますけれども｡ないのですけれども､いろんな形で可能

性を探しているわけです｡

ロボットコンテスト

これは､私の関係の技術の授業ですけれども､ロボコンですけれども､工

夫あるロボット､高専ロボコンと同じなのですけれども､中学校なので余り

きちんとはつくれないのですけれども､工夫とデザインにものすごくあふれ

たものが出てきました｡それで､ここに実と書いてあるのは実用新案､意と

書いてあるのは意匠､特許もあったのですが､ちょっと写真がないのですけ

れども､こういうふうなこういうアイデアだよというのを先生に申請すると､

先生が許可すると実用新案が通って認められるわけです｡そうすると､ハン

ディポイントがございます｡これは､毎年ルール変わっていますけれども､

これはボールを､20個ぐらいあって､10個､10個で始まるのだけれども､用

意スタートで2分以内にこのボールをとにかく相手コートにトスする､時間

が来たときに終了､自陣のボールの数が少ないのが勝ちという､そういうルー

ルなのですけれども､これ特許とかとっていたら､3個とっていたら3個､

初めから向こうにやっておくというハンディポイントがもらえるということ

で､物づくりそのものも非常に喚起を促すし､それから工夫するということ

の喚起があります｡

これは､長野の写真ですけれども､見に行きましたけれども､体育館でロ

ボコン大会､長野県ロボコン大会というのがあったのですけれども､とにか

くもう普通に､あのロボット特許三つも持っとるとね､そういうふうな､三

重県弁ではないですけれども､やっています｡ちょっと知財教育やっている
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セッション2 知的財産教育の現代的課題

人が見るとうるうるくるような､特許庁の人にこれを聞かせてやりたかった

なと､そんなふうな雰囲気になります｡

これは､四日市商業高校の先生の取り組みで､これは仝B]的にされている

と思うのですけれども､標準テキストを用いた実験協力校ですね､工業高校､

商業高校されていると思いますけれども､四日市商業高校のこちらの先生は

生徒たちに1年がかりで ｢おいしくってほれ茶った｣というブランド､商標

ですね､商標とこのデザインを徹底的に研究して､そして実際にこれ売った

のですね､試験的に｡ 1万本かそのぐらいだったと思うのですけれども｡

｢おいしくってほれ茶った｣､これちょっと読めませんけれども､この赤いと

ころには､この商品は四日市商業高での知的財産なんとかかんとかというよ

うな断り書きがしてあるものです｡これ ｢おいしくってほれ茶った｣､略し

て ｢ほれ茶｣という､これ結構気に入っているのですけれども､本当にこれ

メーカーにこの商標を売ってやればもっと売れるのではないかなと思ったり

もしますけれども､なかなかおもしろい､よい取り組みだったと思います｡

こんなようなことをしています｡

尊重を前面に

GPの前の段階の話をしていますけれども､義務教育における知的財産教
育で私が考えますのは､つながりのあるような取り組みをするとどなたにも

受け入れられるようなものになるのかなとo創造､育成､物づくり教育､そ

れからいいアイデアが生まれたら知財､それからそれを商品化しようと起業

教育､こういうふうに連携して物事を考えるといいのかなと｡私がいろいろ

学校の先生方とかお話しして思ったのは､知財教育単独で示すと理解されに

くい｡理解される方ももちろんいますけれども｡それから､お金もうけだけ

ではなく､尊重を前面に出すと理解されやすいとか､起業教育に関心のある

方は全然違いますけれども､一般的には教育の中にお金という話を余り持ち

込むと､違和感をお感じになる先生もいらっしゃるということですO先ほど

言いましたように､創造から起業まで一体化しますと理解されやすい｡義務

教育段階では､技術が一番なじみやすいところかなと私自身､我田引水です

けれども､そんなふうに思いますけれども｡それで､現在は中学校の技術に

は知財教育というのを学習指導要領に入れてはどうかというキャンペーンを
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展開しております｡

知財教育というと､何かちょっとかたい､お金かなという感じがするので

すけれども､中国語でいいますと創新教育と言うのだそうです｡ソウシンと

いうのは､創造､クリエーションの創と､それからシンというのは新しい､

クリエイティブ･ニュー･エデュケーションという言い方､それなかなかい

いなと思うのですけれども､知財政育ってちょっと字づらが一般受けしにく

いものかなと思いますけれどもO考えてみますと､私たちは物とか火とかと

いうものを手に入れてから､とにかく自分たちの役に立つものを工夫して､

この部屋も全部これ人工的に工夫したものですoどこかのお手本でつくって

いると思うのですけれども､そういうふうなことで我々ここまで来ているわ

けなので､もしかするとそもそも知財教育というのは考え方によっては人間

としての根源的な教育なのではないかと｡本来の形ですね､考える葦｡今は

むしろ毒されていて､受験勉強でゆがめられている｡人間としての本来の教

育とはずれたところにいるのではないかなということをちょっと思ったりし

ます｡

そのような義務教育を中心とした教育を踏まえて､そういえば大学も同じ

ですねと｡そもそもこれまでは小中高と知財教育ほとんどやっていないわけ

ですので､大学で始めたら全く同じだなということで､平成15年から､先ほ

どもちょっと言いましたけれども､試しに発明学入門というネーミングでや

りましたDこれで先ほど言いました最初に申請書を書いて､ここで全員発明

のレポート書かなければだめだよと､レポートの評価でここで表彰式やった

りするわけですけれども｡本当にいいものは､この後TLOに持っていって､

特許申話しましょうよというふうなことを言っているのですけれども､相談

に行く者はいるのですけれども､本当に申請まではまだつながっておりませ

ん｡と思います｡

共通教育としての知財教育

GPとして認められてからは､共通教育でごらんのようなたくさんの知的

財産にかかわる講義をやっておりますOごらんのとおり法律にかかわるよう

な商標法とかそういうのありますけれども､それとは別に知と創造とか､発

明学入門とか､創造性開発法とか､新しいものを生み出す発想ですね､そこ
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ら辺の授業もやっております｡

それから､共通教育が中心なのですけれども､その後各学部でそれぞれの

専門に応じた知的財産をやっております｡これらは､やってくださいという

ふうにお願いするのではなくで､この指とまれ方式で､現代GP通ってしまっ
たけれども､それに関連あるような授業をちょっと工夫してやってもらえま

せんかということで､募集して開講しているような代物です｡専門教育です

と､授業でなかなか新しくつくるのは難しいけれども､既存の中に知財教育

を取り込もうということはできるということで､こんな広がり､来年度は二､

三増えていると思います｡

実施したのは私とは別の人ですけれども､創造性開発法ということで､こ

れは中学校のロボットづくりと同じなのですけれども､各斑に分かれて何々

のテーマのロボットをつくりなさいということ､みんなでチームでチーフ､

それからデザイン担当､メカニック担当とかそういうふうにして､それで今

ホワイトボードを使って､それでロボットのデザインを工夫しているとすご

く楽しそうなのです｡女の子､男の子半々になるように工夫しましたoLた

そうです｡それもありますけれども｡やると､だんだん､だんだん中学生と

全く同じで､最初は何つくっているかわからないのですけれども､だんだん

形になりつつあると､そうすると乗ってきて､休み返上して頑張るようにな

ります｡これで見ますと､技術への関心意欲が増すとか､それから創造性､

創意工夫する力が伸びたと自分でも感じるとか､それから協働する力ですね､

仲間と協働して課題を解決する力が伸びた､これは企業とかそういうところ

に入ったら､プロジェクト開発とかそういうところにつながると思うのです

けれども､そういったところが一緒にできるというふうな取り組みになって

います｡

それから､共通教育に専門教育を入れるのはちょっと私自身は不安だった

のです｡もともと教養教育と言われているもの､それで商標とかそういうの

は学生どう感じるのかなと思ったのですけれども､学生に聞くとかえって新

鮮なのでなかなかよいと､日的意識を持って勉学できるようになるとかとい

うことで､逆転の発想なのです｡よいというような話を聞いております｡

これは､最後ですけれども､あと学生ベンチャー支援とか､学生向け発明

コンクールというのを毎年開いております｡入ってきた当初は､私には発明
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なんかできないわ､関係ないと思っていた学生が関心を持つようになりまし

たOこれもちょっと意外な､何それという感じですけれども､発明コンクー

ルのポスター張ったら､教員が応募してもいいのかと､ちょっとそれは違い

ますと､そんなことはありましたo教員もひょっとするとこういうことをやっ

た方がいいのかもしれません｡

ということで､おっとりした三重県なのですけれども､学生がちょっと活

気づいて､やる気を出してくるようになってきたかなというきょうこのごろ

です｡

以上です｡

全学対象の知財教育

玉 ありがとうございました｡

一つくらい質問受けたいと思うのですが｡よろしいですか｡それでは､引

き続き岩手大学の取り組みということで､佐藤先生お願いします｡

佐藤 岩手大学の知的財産教育をご紹介いたします｡主に本年度の取り組

みですが､本年度行った取り組みの特徴的なところだけをご紹介いたします｡

まず､全体としては ｢各学部の特性を生かした全学的知財教育｣が特徴と

いえます｡これを分けていうと､まず全学的な教育であるということですね｡

農､工､教育､人文社会の4学部があるのですけれども､その全学で行うと｡

それと､環境教育と連携させたということです｡さらにワークショップとい

う形で､全学部の学生を混成させて自発的に学習させる機会を設けた｡最後

に各学部､教育学部だとか工学部､農学部､人文社会科学部の特殊性への対

応ということがありますoイメージとすると大体こんなところになっており

まして､それを3段階に行おうというふうに考えていると｡入門的には､特

許庁とか企業の知財部､特許事務所への見学を含めた入門講座､これは後で

写真等も出てきますけれども､岩手県ではここにおられる丸岡先生しかこの

地で実際に営業している事務所というのはないのですよね｡そのことからも

わかるように､弁理士なり知財関係の業務としては過疎地であることは確か

です｡ですから､具体的な実際どんな仕事をやっているのかということを知

ろうと思ったら､どうしても東京まで見学に行かなければならない｡行って

みるとそれなりに具体的にわかって学生にも好評だということがあります｡
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それから､ワークショップは先ほどもちょっと触れましたO学部特化とし

ては､農学部､工学部の学生は会社等に入って開発だとか研究に携わるわけ

ですから､そのときに実際に自分が発明したり自分や同僚が発明したちのの

活用ですね､特許出度したり､その後ライセンスしたりとか､そういうふう

な実務的な基碇能力､基礎的な能力ですね､全面的な専門能力というのは無

理ですけれども､基礎的な能力を身につけさせる｡人文社会科学部では､特

に法律コースの学生を意識しているのですけれども､制度の法律的な理解を

深めて弁理士にチャレンジできたらというところをEI指しているわけです｡

教育学部では､子供に知財教育できる教師をどうやって養成するかというこ

とを目指そうということですo

次､先ほど言った東京特許庁等での知財現場見学会､この写真は特許庁で､

右上の方は審査をどうやってやっているかを説明受けているところです｡こ

れは､実際に審査官のいる部屋に入って聞いたわけではなくて､見学者用の

ブースというか､小さい部屋が設けられておりまして､特許というのは出願

して1年6カ月後に公開になるのですけれども､それまでは秘密の状態にし

ておかないといけませんので､実際に審査官のいる部屋には入れないけれど

も､こういう形で近いところで説明を受けたと｡

左の方は､審判廷ですね､審判というのは特許庁の処分に不服のある案件

を最初に審理する､つまり第1審での審理､裁判制度でいうと地裁に相当す

る段階の審理を行う場所なのですけれども､そういうところを見学したと｡

次､左下の方は､企業の特許部ですo東芝の特許部にお邪魔してお話を聞

いた｡これもどういった場所で仕事をしているのか見たいと言ったのですけ

れども､守秘義務等があり､企業ですから外に知れると困るということもいっ

ぱいあるのでちょっと勘弁してくれということで､別室で会社の基本的な知

財戦略等を聞いたということです｡

右の方は､特許事務所を訪ねて､これも秘密のことなのでそんなには見れ

なかったのですが､外見的にどうやってセキュリティーを高めているかとか､

資料はどうやって保管しているのかとかということを見学したりして､かつ

弁理士の人から説明を受けたりしました｡
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地域と連携する知財教育

それと､先ほども触れましたワークショップですねDこの写真は､ワーク

ショップでの事前の学習会風景です｡ワークショップを実際にどうやったか

というと､地域に出かけていってフィールドワーク的な学習を学生に自発的

にいろいろやってもらうということを企画して､遠野と葛巻と松尾鉱山の後

処理施設ですね､そこを見学することにいたしました｡それで､事前の学習

としては､そういう場所がどういう場所なのかというようなことを説明した

上でグループに分かれてもらって､3カ所の地域にそれぞれ行きました｡こ

れらの写真は実際に行ったところです｡これが葛巻で､これが松尾､これが

遠野です｡最後にプレゼンテーションをやって終わりと｡実は､本当の終わ

りではなくて､それからレポートを出してもらってそれで終わりとoそのレ

ポートに関しては､この資料の中に入っております｡

次が､これは1月12日に行ったフォーラムです｡地域おこしに関連して知

的財産を勉強しようということなのですけれども､地域おこし､村おこし､

町おこしですけれども､それは今では環境破壊型の村おこしだとか町おこし

というのは当然無理なわけです｡ですから､現在行われている村おこし､町

おこしというのは､環境を保全する､あるいは保護する､そういったことと

結びついて行われているわけです｡実際､ではそれはどうなのかということ

を話してもらって､それが知的財産とどうかかわっているか､知的財産によっ

てさらに村おこし運動を加速できるのかできないのかというふうなことを話

し合いました｡

これは､こういうふうな形で､多数の聴衆の方に集まってもらって非常に

盛況だったのですけれども､問題も､課題もあったということは言えますO

それは､学生が非常に少ないということに端的に表れています｡地域おこし

と知的財産というふうなタイトルだったものですから､県や市町村等の行政

が地域おこしを進める上で知的財産について何とか活用の道があるのか､あ

るいはそのヒントが得られないかということで来られていたようで､半分ま

ではいきませんけれども､50人ぐらいはそういう方でした｡全体で140人ぐ

らいだったのですけれども.学生に対する教育という点ではちょっと課題が

残ったかなとは思いますけれども､一応そういうことでやってみました｡

振り返ってもみますと､知的財産教育の目標というのは､知識の習得では
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なく､感覚､マインドとして､あるいは実践能力として身につける､そうい

うものだろうというふうに考えております｡

それで､その方法として､これも試行錯誤的なものなのですけれども､身

近なものから､自分の手､足を使って身につけていくと｡さらに具体的には､

現場を実際に見て歩く｡近隣地域ですね､身近な近隣の地域に出かけて､地

域住民から学んだり､地域住民とともに考えるという中で進めていけばいい

のではないかということで行っているわけです｡先ほど紹介しました知財現

場見学と､それからワークショップとフォーラムもみんなその方向に沿って

行われているということです｡そういったことで､岩手大学の知的財産教育

は行われております｡

ほかに普通の授業もいっぱいあるのですけれども､特徴的にはこういうこ

とだということでご紹介いたしました｡

デザインと知財

玉 それでは､時間の心配があるのですが､田中先生の報告に続けていき

たいと思います｡よろしくお願いします｡

田中 現代GPの一環としまして専門教育で造形特別演習 (デザイン)と
いう授業がありまして､今年度は12名が受講しています｡この授業では弁理

士の佐藤浩司先生に15コマの途中に講義と指導をお願いしました｡学生が考

えたアイデアやデザインを佐藤弁理士にチェックしてもらいました｡この授

業について紹介したいと思います｡

まず､1コマ巨=こテーマを与えました｡｢卓上に置いてペンがおさめられ

るものをデザインし､実際に制作しなさい｣というテーマです｡通常ですと

アイデアスケッチをして､デザインコンセプトを組み立てて等､一般的にデ

ザインの授業で行うプロセスをしますが､今回はデザインコンセプトや造形

性を重視するだけでなく､デザインプロセスの途中で自分のデザインアイデ

アを特許庁の検索ホームページで先行調査をする事を試みましたo工学系の

デザイン教育ですと先行調査等も行う事があるようですが､教育学部で､特

に文系のデザイン志望の学生に対してはこのような試みはあまり行ってはい

ないと思います｡このような機会をいただきましたので､初年度は実験的に

行ってみました｡学生はグーグル､ヤフーといった検索エンジンを使用した
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キーワードの検索方法はよく知っているのですが､特許庁の検索エンジンの

使用は初めてでしたo最初の検索のとっかかりは､キーワードの入力で候補

を抽出できましたが､その後､抽出された膨大な情報量を､自分のアイデア

と類似した物を見極める為､膨大な情報からどのように見極めて収束してい

くべきかが最大の難関でしたO私もその見極め方法は知りませんし､まずは､

学生なりに先行調査をしてもらい､その結果を佐藤弁理士に見てもらうこと

としました｡この件を佐藤弁理士に事前に来校される前にお話し､講義では

タグ検索の方法を詳しく説明していただき､学生も納得しました｡また､佐

藤弁理士が特に強調して言う点は､自分のアイデアに惚れ込む前に客観的に

特許の立場から評価する事が重要である点でした｡｢アイデアを社会に公知

し､もし類似があった時は訴訟などの大変なことになるよ｣という､リアル

な話しは学生に響いたようですoその後､各学生は佐藤弁理士からアドバイ

スを受けまして､実際に自分がデザインしたものと先行調査から見比べ､デ

ザインしたどのポイントが創造性であるのかを学生自身が体験できましたo

従来の授業ですと､学生は ｢これは新しいアイデアであり､自分の考えたア

イデアだ｣と自己満足で終わっていたものが､知財を授業に取り入れますと､

実際には類似と思われるアイデアは社会に存在する可能性があり得ることを

学生は体験します｡それを知ったというだけでも今回は大きな収穫だったと

思っております｡このスライドでは､全て今回の授業での学生作品ですが､

例えば､このデザインは ｢自分でスタックができ､自由に組み立てられる｣
というアイデアですが､類似的なものの先行調査をしなければなりません｡

今回の授業では､明らかに､類似なアイデアや造形はデザインを変更させま

した｡学生だからといって妥協してしまうと知的財産の重要性が薄れると考

えたからです｡

このスライドは､授業アンケートの一部なのですが､｢デザインをする上

で意匠権､特許権について考えたことがありますか?｣という問いに対して､

12名中5名は全く考えていませんでした｡この5名は､比較的少ない方だと

思います｡その次に ｢課題を通して､どこが難しかったのか?｣という質問

を見てみますと､検索結果の絞り込みや見極方法が難しかったと答えた学生

が多かったです｡学生が90分授業で完全にマスターできるはずはありません｡

しかし､自分のデザインを特許検索し､一通りの体験をしたことは大きな英
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りです｡

スタンフォード大学における知財教育

もうーっ､お話をします｡福永先生､ホール先生とアメ.)カに行きましたo

スタンフォード大学のMBAの学生とお会いしたことですO学生に授業課題

を見せてもらいました｡そうすると､貧困地域で使う製品開発をしなさいと

いう課題だったのですOその課題は､大体4､5人で､工学系､経済系､法

学系といった異分野の学生が集まり､実際にビジネスモデルをつくり調査し､

仮説提示し､プロトタイプをつくって検証するというMBAレベルの本格的

な課題です｡私は ｢なるほど､そういう課題をやっているのか｣と､その時

はあまり興味がありませんでした｡しかし､面談後､宿に帰って､｢このテー

マは普通ではない｣と一転して思ったのです｡自分が今まで知的財産をビジ

ネスの保護という側面でしか考えていなかったのに対して､年間500万､600

万円以上の学費を払っている裕福な学生が必死になって貧困地域について考

え､実際に貧困地域を体験し､特許化し､プロトタイプまで行う､このプロ

セスに私は大きな衝撃をもちました｡個人や組織の利益を守るためだけの

｢知的財産｣を考えていた自分が恥ずかしくなりました｡｢スタンフォード大

学のように国際レベルで考えているからできるのだ｣と解釈するのではなく､

もし､地方大学なりにこのテーマの解釈を広げてはいかがでしょうか｡例え

ば､｢明日まで生きられるかどうか､飲める水さえない｣という貧困地域ち

あります｡だけれども､日本でそのような貧困は日常環境ではないが､災害

があった時はそのような環境になります.岩手の場合ですと､生活が困妊な

人々が実際にいます｡給食費すら払えない家庭があります｡今年は､暖冬で

田んぼの水不足が深刻になるかもしれません｡今までの日本は問題が発生し

てから対処しています｡例えば､十数年前に冷夏で米が不作の時はどう対処

したのでしょう｡10年に1度の季節変動なので補助金での対応でよいと国は

思うかもしれない｡だけれども､それを毎臥 毎回やっているように感じま

すし､我々は次世代に向かってもっと知恵を出すべき､と強く思います｡こ

のような基本スタンスは常に大学研究機関が持つべき義務があると思います｡

以上です｡
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知財の広さ

玉 ありがとうございましたOご質問もあろうかと思うのですが､丸岡先

生､ちょっとこれを踏まえて少しコメントをいただければと思うのですが｡

丸岡 非常におもしろかったです｡私が想像していたのと違って､三重大

学のように非常に具体的に教えられていることが出てきて､ちょっとびっく

りしました｡知財といった場合､私この大学に閑わらさせていただいて､知

財って一体何だろう､知財の定義って何だろうという､非常に僕自身考えた

のです｡皆さん､知財って何でしょう｡定義が非常にあいまいというか､広

いというか､見方がいろいろあるのです｡それで､教育すべき知財って一体

何だろうというふうに考えたのです｡それで､いろんなとらえ方があるので

すけれども､佐藤先生が一番最初に言われたように､知財というのは無体な

ものなのです0人間の創造なのです｡ここに今コンピューターがありますけ

れども､コンピューターというのは物なのですが､人間の考えが具現化した

ものなのです｡本当は無体なものなのだけれども､でもこういう具現化した

ものも知財､知財と言っています｡ですから､広い概念の知財というのがあ

るのです｡

それから､無体の知財とした場合においても､いろいろ分け方はあるので

すけれども､二つあって､法律で保護される知財､法律で保護されない知財

と2通りあると思います｡さらに､法律で保護される知財の中にも､権利付

与されて保護される知財と､権利付与されないものがあります｡例えば特許

とか､意匠とか出てきましたけれども､権利付与されて保護される知財です｡

それから､著作権というのも権利付与されます｡それから､権利付与されな

いものとしては､例えば企業秘密であるとかがあり､これは別に権利付与さ

れるわけではないのです｡このように知財といった場合に､いろんな広い広

義の概念と､それから狭義の概念とあって､ではどの知財を教育するのかと

いうことです｡こうでなければいけないということではないので､ぜひ知財

教育にかかわる方はここをちょっと考えていただきたいなというふうに恩い

ましたo

それで､三重大学の場合は､さっきも言いました定義でいうと権利付与さ

れる特許､実用新案等､そこの教育を､非常に深めてやっておられるという

ことです｡実際に明細書まで書いて､それで出願までしようよと｡我々弁理
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セッション2 知的財産教育の現代的課題

士が直接携わるようなことを実際に体験してもらっている｡でも､これは非

常に大事なことだと思います｡これをやることによってほかも見えてくるの

です｡法律で保護されない知財というものもこれをやることによって見えて

きます｡これも一つの知財教育のやり方だと思います｡それから､田中先生

のやっておられたのも三重大学と非常に共通していると思いました｡だけれ

ども､それでいいのかという問題です｡この間題は多分佐藤先生が考えられ

ていることだと､もうちょっと包括的な教育を佐藤先生は考えられているの

ではないかなというふうに思いました｡というのは､感覚で理解するところ

を目指すということが出てきたと思うのですけれども､これ非常におもしろ

いですね｡というのは､知財って広いので､そういう広いところで見てく感

覚､実際のデザインであるとか､発明特許であるとかということではないもっ

と広い概念のもの､そういうものがあって､それを理解する｡それは､無体

財産､無体なものがどう財産となるのだろうということになるのか､それは

佐藤先生にお聞きしないと詳しいことはわからないのですけれども､何か目

指しているところがそれぞれ､数えようとしていることがそれぞれ違ってい

るのです｡これ非常におもしろいなというふうに感じました｡でも､僕は和

財教育はこれでなければいけないというのはないと思います｡非常に知財と

いうのは奥が深いものだと思いますので｡これは､皆さんこれからいろいろ

考えられて､これを数えようということで考えられた知財教育をやっていか

れればいいことではないかというふうに恩いました｡

増徴と共通性

玉 ありがとうございました｡

今丸岡さんが言いましたが､教育すべき知財という観点から､そういう言

葉を出していただきましたけれども､松岡先生はやはりかなり創造性という

ようなところを引き出すことによって学生が活気づくとか元気づくというか､

いわば学生のエンパワメントみたいなそういうところにかなり重点を置かれ

ている｡もちろん発明学入門のところでは､明細書を普くというスキルの部

分､当然踏み込まれているわけですけれども｡

それと､佐藤先生は現場というようなことを特色として､講義科Elがたく

さんあるのですけれども､現場､それから身近なということですね､そうい
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う点､これはさっきの話に戻ったりするのですけれども､南先生がおっしゃっ

ていた地域とのコミュニケーションとか､その地域が抱えている問題とどう

向き合うかみたいなそういう話ともつながっていくのかなという気がします｡

それから､田中先生は､松岡先生の取り組みと非常に共通する部分がある

一方で､今回スタンフォードでそういう同じ知財の教育というものの中に貧

kEl問題に対して大学が一つのプログラムとして取り組んでいくという新しい

側面というか､意味というかということをご紹介いただきました｡これは第

1のセッションでの議論と少し重なり合う部分もあるのかなと感じておりま

す｡

後でパネラーの方にはまた一言ずつお話ししていただくことにしますけれ

ども､フロアからぜひいろいろご質問とかご意見とか出していただけたらい

いと思うのですが､いかがでしょうか｡

小林さん､ちょっと全然適う立場で､知財というようなことについてはふ

だんお感じになっているかどうかわかりませんけれども､今日のこういうよ

うな話を開いての感想でも構いませんのでご発言いただければありがたいと

思います｡

小林 ありがとうございました｡ちょっと途中で退席していたこともある

ので失礼な質問をするかもしれませんO環境教育の世界でも､一つの限界と

いいますか､危機に関して人々の意識の変革だけでなくある程度技術で対応

していこうとか､その発想での解決が求められているところもあると思うの

です｡そういった点で､岩手大学のいわゆる知財教育に環境問題をかぶせて

いるということに非常に興味があるのです｡そもそも知財のもとになる着肥

点の掘り起こし､地域に学生が出ていくということなのですけれども､それ

がその場の環境､いろんな問題に対して具体的に何か動き出しているような

兆候というか､気配というか､そういうようなことがありますかというちょっ

と単純な質問です｡

玉 佐藤先生｡

佐藤 端的に結論を言ってしまえば､まだその芽生えすらないという状態

です｡今仕掛けていて､もう少し様子を見ようというふうな感じです｡それ

で､ただ方向としてはそんな間違っていないのではないかなと思っておりま

す｡
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セッション2 知的財産教育の現代的課題

先ほど三重大学のお話をお伺いしたのですけれども､そちらとはちょっと

方向が違うようなのですけれども､そういう自分が考えたものを何とか特許

に結びつけていくというふうな自発的な､本当に今地域ということと関係な

く自分の誼の中だけで､あるいは教室の中とか､頭だけで考えられるという

活動もいいと思うのですけれども､そういうことも一部やっているのですけ

れども､やり方が悪かったかどうかわかりませんが､発明しろと言うとかえっ

て大変なことだというような感じに持たれて敬遠されたということもありま

したので､実際に行われていることをまず見た方が取っつきとしてはいいの

かなというような印象を持っています｡

広げるための方策

玉 松岡先生､どうなのでしょう｡岩手大学の場合は､知財教育という言

葉が持っている堅さでしょうか､どうしても三重大学のようにたくさんの方

が自分の授業に取り入れてというようなことはなかなか難しい｡そのあたり

を克服していくカギになったような部分があればぜひご紹介いただければと

思うのですがO

松岡 カギというのは､どうなのですかね､私は小中学校の義務教育のと

ころから入りましたので､それでだからアプローチが違うのかなと思うので

が｡やっぱり三重大学も同じで､学生にそんな違いがあるとは思えないので､

学生､考えろよと言っても最初は ｢ええっ｣と言っているわけですけれども､

発想とかそういうのはやっぱりあるわけで､岩手大学の方でもされていらっ

しゃいますけれども､ワークショップとかそういった形で何かテーマを与え

て､先ほど示していただいた貧困､スタンフォードですか､ああいうふうな

具体的なテーマを上げて､それでもってそこの中でこうやればということに

すればでき上がってくると思うのです｡三重大学としては､知財教育では篠

かに地域に出ていないなというのはありますね｡別のテーマでは地域貢献と

かそういうことやっておりますが｡

ちょっと答えになっていません｡済みません｡

玉 先生方に広げる上ではどうなのでしょうね｡かなりたくさんの先生が

公募に対して応募されていろんな形で取り組まれているわけですね､英語の

方とか｡そういうあたりが､私たちが感じているのはなかなか先生方に理解
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していただけないなという部分もあると思っているのですけれどもO

松岡 それは三重大学もちょっと苦労したところなのですけれども､申請

の段階で､その後もそうですけれども､教員のデータベースありますよね､

それをずっとにらみ､それで一応下調べした上でデータベースと､それから

シラバスがありますので､そこの中でもしかしてこの辺でこういうことがで

きるのではありませんかと､そういうふうな形で持ちかける｡あとはうまく､

そのうちにかかわらざるを得ないような形に､そんな感じで広げてきました｡

玉 なるほど､事前に｡ただ一般的に公募したわけではなくて､ある程度

そういう素養がありそうとか､あるいは関係しそうな先生方に多少アプロー

チしていらっしゃるわけですねo

松岡 そうです｡1人ゲットしたらその方にまた周りの方に話を広げてい

ただくと､そんなようなところもあります｡

知財の性格､捉え方

玉 大分時間が超過しましたが､いかがでしょうか､この機会にぜひo

家井先生､何かありますか｡

家井 私は文化系なので､どうしても著作権のことを気にかけています｡

例えば著作権の期限を延長しようという話です｡著者の権利は認めてもい

いのだけれども､それに金銭がついて回る､ということにどうしても納得で

きない気がします｡実際は､教員でも学生でも､最初にオリジナ)I,を書いた

人に対する敬意などといったことには無関心な傾向があり､このことは気に

なっているのですけれども､かといって ｢著作権を延長して70年にしろ｣と

いう意見は困ったものだ､とも思っているのです｡

もう一つ､全く別な話ですけれども､教育上の問題です｡学生に ｢レポー

トを書いてきなさい｣と言うと､今はもうネット上の情報からつぎはぎして､

それで出してしまう｡そこで ｢それがどうしていけないのか｣ということを

説明するのが､非常に大変なのです｡なかなか納得してくれません｡

｢知財｣という言い方はふさわしくないかもしれないけれども､その ｢知

財｣ということの関連から､こうしたことにちゃんとした説明ができないも

のかな､と思っているのですが､このことに関してはどういうお考えをお持

ちでしょうか0
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セyション2 知的財産致青の現代的課窺

佐藤 知的財産というと言葉からもわかるとおりお金がまつわる話なので

すよね｡それ以外の話ではないのですoそれ以外で人のものをまねちゃいけ

ないとか､似せちゃいけないとかというのは､倫理上の問題です｡

それで､なぜ知的財産が今注目されているかというと､お金になるからな

のです｡それを保護しようと､それがそういう産業を､コンテンツ産業等を

発展させて､人々が最終的には豊かになるということが構想されているので

注目されているわけですね｡

それと､ですからまねちヤいけないとかというのは別個の問題ですね､厳

密に言うと｡だから､絡めていってももちろん構わないのですけれども､厳

密に言うと知的財産というのはお金に絡んだ問題｡ですから､マインドとし

て､感覚として知的財産をとらえてはしいというのは､極論するとお金もう

けにもうちょっと意識してほしいということに近いですねDそれ毛嫌いする

のももちろんあるし､反発もあるということはわかっていますけれども､実

際上暮らしていく上では避けて通れない問題なので直視した方がいいのでは

ないかというのが私の考えです｡

玉 松岡先生｡

松岡 私は少しスタンスが違っていまして､学ぶという言葉は ｢まねぶ｣

からきたという説がございます｡｢まねる｣は ｢まねぶ｣ということですね｡

私たちは､大学まで来て勉強している､教えているというのはほとんどまね

るところからきているわけです｡子供たち､小学校なんかですと､先生がよ

く､だれだれちゃんのすごくよかったねという､そんな形でみんなでまねて

だんだん上達していくわけです｡だけれども､知財教育というと何かまねを

してはいけないというようなことがあって､そこでねじれが生じるわけなの

ですけれども､そうではなくてまねはしてもいいのだよと､だけれども､あ

りがたくまねをしましょうということですね｡ありがとうだけではちょっと

済まないぐらい頑張ったものについては､それに見合うものを出しましょう

と､そういうのが知的財産というものではないかなと｡それを理解してもら

うには､幾らこれは価値があって勝手にまねをしてはいけないですと思って

はいるのだけれども､うちに帰ればCD勝手にコピーしたりとかそういうこ
とをやるわけなので､そうではなくて実際にまがりなりにも自分で発明して､

自分の財産というのを得てみると｡そうすると､これを勝手に人にまねされ
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たら嫌であるというのが実感でわかるわけですね｡先ほどありましたけれど

も､感覚的に理解すると､ここら辺を大事にするような展開をするといいと

思いますし､そのように説明すると文系の方も理解していただけるような私

は気がします｡

知財に対する意識啓発

玉 田中先生､どうですか｡

田中 芸術の分野ですと､受験生は高校時代からデッサンや色彩の基礎訓

練を始めますが､最初は真似ます｡うまい人の技術を盗み取って自分のもの

にしますo受験が終わり大学に入学すると､レポートやプレゼンテーション

の機会が多くなります｡インターネットから先ほど先生おっしゃったように

画像をとってきたり､平気でコピー･ペーストをしたりする学生がいます｡

これから入ってくる大学生は生まれた時からデジタル､インターネット世代

ですから､法律だけでなくモラルの問題も基礎教育で必要だと思います｡ま

た､教育体制は､学生の世代に合わせて考えていかなければいけないわけで

すけれども､我々が先読みしないと教育というのはできないわけです｡そこ

が非常に私は悩みの種です｡現に､この2､3年というのは毎年毎年微妙に

学生の考え方が大きく違っているように思います｡ちょうどインターネット

で育ってきた若い世代が入ってきて､プレゼンテーション見ていても自分で

写真を撮りに行かないでインターネットで拾い上げ､それを自分のものとし

て出してしまう学生が中にはいますO知財と一緒に数えないといけない時代

になったのだなと痛感しております｡

玉 丸岡先生､一言いただきたいと思います｡

丸岡 玉先生が最初にご紹介してくださいましたイギリスの教育のページ

に､持続可能な開発に関する若者の意識を啓発することとありまして､意識

啓発ということがESDの方でありましたけれども､知財というのは非常に

面白いです｡発明一つとっても面白いし､それから著作権､漫画をかきまし

たというとき､これどこかの漫画に似ているねと､まねしたんじゃないだろ

うか､どうなんだろうということなど考えると､非常におもしろいです｡で

すから､ぜひ､このような面白い知財を意識啓発の材料に使っていただきた

いなというふうに思います｡
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セッション2 知的財産敦青の現代的課題

つながりやすいESD､知財教育の多面性

玉 ありがとうございました｡まだまだいろいろテーマを挙げればこの話

題は議論できると思うのですが.残念ながら時間を超過しておりますので､

ここでセッション2を終わらせていただいて､若干私の方で1と2をまとめ

てさせていただこうと思います｡

そうですね､佐藤先生から ｢大きな物語｣というお話がありまして､そう

いうものを出してくることによってむしろ警瓶心､あるいは反発も招くおそ

れもあるということです｡これは非常に注意しなければいけないなと思って

おりますけれども､私自身は ｢大きな物語｣も活用できるものは活用しよう

ということで､やっぱり政治的というお話もありましたけれども､やっぱり

ポリティックスなのだと思うのですD私自身は､やはりこの地方大学が経済

財政諮問会誌に言いように言われて居る中でどう生き残っていくか､あるい

は地域がどうやって地域おこしをして生き残っていくかということと同じで､

岩手大学なり地方大学が外にアピールしていくときに ｢大きな物語｣､使え

るものは使うという立場です｡国連の､特にESDの10年は､日本政府が提

案したんでしょうと､これは使えるのではないかなというふうに思っている

部分があります｡それと同時に､やはりESDというもの自体が､南先生が

うまく説明してくれましたけれども､私たち地方で大学が研究､教育をやっ

ていく上で､やっぱり地域とつながりながら､かつ世界に発信していくとい

うときに､世界ともうまくつながりやすいし､かつ地域に出ていくときにも

つながりやすい｡知財の中でも現場という言葉が出てきていました｡そして､

地域おこしというと､もうこれは環境という枠をもっと超えていますよね｡

さまざまなそこにおける社会､あるいは生活スタイル､そういったものをど

う変革していくか､あるいは外にアピールしていくかということでつながっ

ていくのではないかなという気がします｡

それと､やはり私自身は何とか知財について新しい大学を巣立っていく卒

業生が､特に佐藤先生がおっしゃったマインドをもって出ていく｡これから

の卒業生､社会に出ての市民としてそういうマインドを持っていることがい

ろんな意味で重要ではないかなと思っています｡どうしても公務員志向が強

い大学ということもありまして､どちらかというと忠実に仕事をこなすとい

うのが学生の気質にある中では､やはりもう少し起業的な精神というような
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ものが､これはいろんな地域おこしとか､公務員になったとしてもそういう

マインドを持っている学生がこれからは必要になってくるのではないかなと

いうことがあります｡

そして､知財教育をどう広げていくかという点で私非常に参考になりまし

たのは､お金もうけという点から逃げないできちっと言うと同時に､やっぱ

りもう少し､松岡先生からご紹介いただいた人間の本来の人類の歴史みたい

な基本的なことなのだよということ､楽しく面白いよということを伝えてい

くことで理解を得たり､協力を得たりすることもできるのではないかなとい

うふうに思っていました｡

それから､最後になりますけれども､これからの学生自体に本当にどうい

うふうに彼らは社会に出て社会の中で活躍してくれるのか､そういう意味で

は持続可能な社会づくりに参画していってもらうという点でいくと､教育の

スタイルとかその内容､そういう意識の面とかモラルの面とか､これまでの

従来の知識を数量で授業で数えるというスタイルを大学がかなり意識的に脱

却していくことを努力していく必要があるのではないかなというふうに思っ

ておりまして､｢21世紀型市民｣の育成という課題を考えるとき避けて通れ

ないのではないかと感じました｡

一､二分と言って大分長くなってしまいましたが､以上で本E]のセッショ

ン1とセッション2､うまく私自身は総括できるかわかりませんけれども､

これで一応終わらせていただきたいと思います｡どうも長時間にわたるパネ

ルディスカッションにおつき合いいただきましてありがとうございました｡
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